
歴史認識を深める学習態度の形成とその指導
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一認識過程 における思考傾向と指導の方法一
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I 研究の 目的

1 研究の目的

れ)訟識過程における恩芳傾向の究明

学習態度の重要性は早〈から指備され，いろいろ左角度から論じられてはいるが，研究上多〈の困難

点と問題点を含むため理論的Kも笑証的Kもその研究は乏しかったとhってよい。 ζの研究では ，学習

態度の巾の認識過程VL.Tける思考傾向に研究の視点、をあて，小学校 ι年生，中学校 2年生のそれぞれの

待色，学年聞の相違，男女聞の相)l.都市部と農村部の相違左どの様態を明らかKしようとするもので

ある。しかも現在 ，ζのよう在ねらいで使用しうる標準化された検査用紙は左いので問題場商法κよる

調査問題を〈ふうして作成し，それを用いて ，主として集団を対象とする統計的方法Kよって考案する。

(2)学習態度形成の方法に関する実証的ラ診察

ζ れまでの研究や上述の調査左どによフ て，明らかVUcった望まし〈左い思考傾向Vてついては，さら

Vて とれを変容し ，学力を向上させる教育方法の検討が必長であろう。その方法は多方面から考えられ

るが ， ζの研究では ，学習指導Kj;~ける思考場面の設定と，テスト問題の内容形式の改善という 2 つの

方法Kついて，それぞれを 2群比較法κより実施し， その結果について知識，理解，思考傾向 ，学習の

憐ぇ，学習方法たどから総合的に比較検討し ，学習態度を形成する指導方法について実証的K考察する。

2 研究の経過

ーとの研究は 3か年計画で進め，本年は 5年目であるので，併究経過の額要を述べ上記の目的設定の飯

能を明らかにしたい。

(1 )社会科の学力と学習態度

普通学力というとき ，習得された知識，技能という7ナープメン トな側面と ，習得した知識技能のは

たらかせ方κ闘する側面との 2つを含んでいる。問者は本来深い関係をもつが社会科では符VL後者に重

点が恥かれ，指導要領でも問題解決ブ'J.あるいは社会の進展に貢献する能力，態度を身tてつけさせると

とをねらいにしている。しかし.1文直に全国学力調査の実施，高校入試の激化 ，未熟な問題解決学習か

らくる不確実在知識などから，それぞれのもつ本来の趣旨からずれた知識偏重主義が現実C教育活動に

大きな影響をもフてきたととは否め涜い。そζ で ，学力の2つの側面を形成する立場から思考力とか認

識カが重視され，当研究所の第 1次研究でも学習指導との関係でとの点、を究明した。思考力の分析は橋

本重治氏Kよれば ，思考の過程からと思考の分野からとの 2つの分析のしかたがあるといわれるが，ど
(1) 

ちらについても社会科V亡診ける学力 ，あるいは思考というととで，多 くの人々が多〈の分析を している。

当教育センターでは主として認識過程を ，現象としてとらえた社会事象K内在している社会的意味

(るるいは本質的意味)を把握する過程K分析し， それKはたら〈思考力の形成を検討してきた。しか

し，研究が進むにつれて ，認識過程のるる設階I'Lj;~ける子どもの思考のはたらかせ)jは ，単に分析され

たある知的なはたらさのみでな<.情緒，規範意識 ，既有知識によりかかる依存性，思考の認さなど復
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J維な要因が体制化されて内面的f'Lはたらくものとしてみるζ とが必要であると考えるにいたった。 ζれ

は多〈の人々KよってZとされた分析された思考力を否定するのでたく γ ..~・H ・ -何々しようとすゐという

思考の方向を機制する内面的潜在的なはたらきκ着服 しよ うとするもので ，思考を態度の側面から考察

するといっ てよかろう。 したがって ， ζ の研究に会ける学習態度は広い意味での学~能刀の一機能とし

て考察するものである。

(2)学習態度の分析と研究の視点

態度は実体概念で左〈人聞の内面的在はたらき K闘する締成繊念でゐるから ，その規定のしかた此多

機である。しかし，共通する見解として，態度は行動そのもので在(，対象あるいは場面から〈る刺激

に対して，ある特定の反応を起とすような内面的持統的左準備態勢であるといえよう。刺激は ，ぞれを

受ける人のもつ態度によって選択的K受けとめられ，その内部反応が内部刺激を起ζすとh う媒介過程

により行動の方向や強さの程度が機制されて，外に行動と在ってあらわれると考える。したがって，態

度は直接とらえる ζ とはでき念いが，ある場面にお‘ける行動(動作， 言語 ，思考，感情念ど)をとなし

て間接的にとらえられるといえるo

学習態度は，学習場面U亡診いて，ある行動の傾向を示すよう没準備態勢といえようが，社会科に会け

ゐ学習終度としては ，一応大量〈次の 2つK分析で昔ょうt
①学習内容である社会事象に対する思 想的価値観的態度一一社会的態度

文化遺産κ関する学習では文化造産を尊重する態度の形成が目標とされ，選挙f'L関する学習では選挙

κ僕hむをもち，正し〈投票する態度の形成が目標とされる。先人の業績を尊敬する態度，国際間の平和

を尊重ずる態度左ど，学習内容である個々の社会事象κ対する思想的価値観的態度で社会的態度といわ

れるものである。次のJ思考態度と密接な関係はあるが質的Vては主要なる態度といえよう。

②学習過程にはたらく方法的態度

a 社会科のみでな〈各教科にも共通する学習習慣的左行動様式

注意の集中性，協力性，積極性，必耐，ノートの整理のしかたなど学習の しつけともいいうる学習習

慣と区別ができがたい熊度である。橋本重治氏はとの態度の基本的左ものを 14ほど分析している
日l

b !思考のはたらかせ方にみられる態度

何々しようとするというiE考の方向を決定する傾向性からとらえられゐ態度で，個人的には持続的κ

一貫した反応の傾向からとらえられようし，集団としては前記のほかに特定の場面κかいて ，大部分の

子どもの反応が共通である場合，その特定場筒陀bける集団の傾向としてもとらえられよう。 ζの傾向

性は分析の視点によって数多〈分析できるが ，その卦も在ものをあげれば次のよう『てなろう。

ア 学習内容の分野領域からの分析 地理的または歴史的に見たり考えたり し工うとする態度の分析左

ど。

会橋本重治氏は社会科の学習態度として社会的態度と学醤溜t質的左態度をあげている。(評価総説P3

4 9 )ζζでは新潟大 ，加藤教授の助言を参考κして，学習内容『て即 した社会的態度と学習過程Vてはた

ら〈方法的態度の2つに大き〈分けた。しかし ，ともκ学習指導を通して形成されなければなら左い態

度とい う意味では指導の目標と在る態度である。
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問題解決過程とか認識過程からの分析 たとえば問題のと らえ方 ，資料の収集の しかえ ，仮説のた

てかた ，関耐巴鑑のし刃.tt....・H ・-などK即 して態度を分析できょう。

思考の後艇からの分析 比較 ，判断 ，抽象，推理 ，洞察 ，創遊などの分析された ，それぞれの側面

Kついて態度を分析できょう。

ウを異なった思考観で分析した場合 ，課題事態Kかける適応機能としてピアジヱのいう同化，調節

の庖からも分析できょう。課題場面VC.i>'いて主体が習得 した思考録作(内面化された思考活動)で解

決を試み(同化 ，転移でもある)うま くいか左い場合は ，課題事態κ適応すべ(!思考録作を変えて試

みる (調節 )ζの両者の均衡倒係にはたら〈態度と して ，変化する場面どとκ思いつきで反応する場

あたり性(lab j 1 i ty )観点を変えて考えず ，ある考え方Vて箇執ナる燥さ (rigidity)同イヒと調節の均

衡がとれた柔軟性(flexi bi li ty )をどが分析できょう。

アからエまでの観点、と次元は臭在るが ，思考の方向を決定する内面白f蕗要因の機制に視点、をあて ，

知識，理解，関心，欲求，情緒 ，規範意識などの体制j化されたはたらきを分析するとともできょう。

以上の分析による態度は全〈別のものというより，多分K電複するものであり視点の相違による違い

あるが ，との相違が怨念規定の相違や研究結果の相違と混同する危険は避けをければ在らをい。との

究は②のbVC研究の祝点、をあて，アの歴史的見点考え方を基底にしをがら，イの認識過程の醐系把握

味把握の産階Kはたら〈態度を考察してきたといってよい。さらに思考傾向の背後κある内面的諸要

の体市Hじされたはたらきκついても記述法，面接法を用いて考察を進めてきたわけである。そとで，

れまで使用してきた思考傾向 ，思考体制 ，思考態勢Vてついて ，一応の規定をしてなとう。

思考傾向は思考の方向決定の傾向性であり ，因果偲爆の傾向など視点、をしぼってみる場合K使用する

思考休制思考の方向を決定する内面的諸要因(知識 情緒 規範意識在ど)の体制Mヒされたはたら

きをみようとする場合κ使用する

思考態勢 j思考体借りのレディネス的性絡(準備態勢〕を強調しようとする場合使用するととKずる。

以上は東北大 泉国教授の助言を参考Kして規定 したものであるが，本年は認識過程κ即して問題場

をしぼって思考の)j1I:JJ決定の傾向をみようとするので，思考傾向というととばを使うととUてする。

3) これまての調査研究の結果

第 1年自の研究では自由民機運動，円露戦争の 2つの歴史的傾念について..fJ!I-念の形成過程Kはたら

態度の様態(前記bイ)を面接，調査によ D事例約K検討した。その結果，

テス トを意識して，知捻を項困的VC暗記しようと し，歴史の流れとしてとらえようとしない。

教科書の分節にとらわれて節が兵在ると別左ととの工うK考えて関係づけようとし在h。

黒板U亡書いてあったから .iJ:んと1.1:(というよう没ば〈ぜんとした考え方(受動的 ，依存的構え〕

で掛念の内容か・形成されてい 〈。

戦争K対する否定的考え方 ，自由平等に対する宵定的考え方が ，日鋭戦争は悪いとか向由民権運動

はすばら しい運動だという道徳的見方考え方を強め ，史実をリアノレに分析した!J.その歴史的背景を

考袋する ζ とを妨げている。 ζの易合 ，戦争 ，自由平等に対する規範意識が ，目減i減争 ，自由民権運

動を考える場合の関係づけの枠(Frameof referenceー判断の基準，あるいは基本的観点 )とし

てはたらいている。(詳細は研究紀要第 49集参照)

第 2年目は，上記の結果dをさらκ明確κすべ〈謝盗方法を〈ふうし ，児窓生徒の歴史事象κ対する
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見方，考え方の傾向と，織田信長の史実を使い，問題場面i患によp思考のはたらかせ方にみられる同化

調節の傾向をみる調査研究を実施した。その結呆(詳細は研究紀要第 56集参照)

a 小学校 6年生，中学校 2年生ともに，生活様式 ，交通 ，生産をどの事実が問題とされる次元 ，風俗

や考え方の理解が問題とされる次元，歴史的人物K対する感情的次元，歴史事象に対する社会的規範

政治的規範K関する次元 とをるにしたがって，史実を時代κ位置づけて客観的に考えず，現在の見方

考え方をあてはめて主観的に考えようとする傾向がある。さらK記述調査 ，面援をどKよD反応の根

拠を採ると，知識 理解規範意識生活感情，被さなどの諸要因の力動的なはたらきがみられる。

b 連続場面K長ける思考のはたらかせ方をみると，浮動的(場あたり的な反応〕固執的(先行経験K

固執して考えが発展し左い〕累加的(異なった考えを累加する)統一的(リアノレ1.i:見方でより高次左

視点から統一する)1.i:どのタイプを見いだす ζとができた。そして，学年聞を比較すると小学校 6年

生には浮動的な反応が多(，中学2年生は統一的，囲執的左反応が多い傾向がみられた。

C 上記 abの傾向を同一学年の学級間で知能，学力の両偏差値を統制して比較すると，学習過程で思

考場面を〈ふうし，実践した学級のほうが望ましい思考の態勢κあるととがわかった。とれは学習指

導の改善を通して，望"!しい思考傾向を形成するととが可能であるととも示しているといえよう。

本年は上記の結果をきらに発展させ，認識過程K即してい〈つかの間題場面を連続的κ設定し，その

場面κbける児童生徒の思考傾向や，その基底にある見方考え方の様態を探り，上記の思考傾向がやは

り見られるかどうか，内容が異在っても一貫した反応の傾向性を示すかどうか，調査対象者の数を多〈

したらどうか左どをさらに検討し，また態度形成についても実証的K研究する必要があった。

3 認識過程になける問題場面と思考傾向

歴史認識を深めていぐ過程Vとは，いろいろ問題場面があ.!1，その場面どとに児童生徒は各人特有の思

考傾向をもって教師や教科書，資料念どから歴史を学習してい〈ものと考えられる。その個性的左相違

を識別しようとしても前述のどと〈標準化された方法ゃ精密、在方法は現在乏いので， ζれまで実施した

調査方法や結果，若干の乙の種の研究左どを参考にして，次のよう左場面を設定し，それぞれの場面に

診ける患考傾向を 4つずつ仮定した。

〔第I場面 一 問題把鐸場面〕→〔第五場面一関係杷栂場面〕→〔第E場面一意味把僅場面〕

鮒

側比一一
と

歴
る

る

す

念
関

巽
K

と

A

B

 
は

C

K

 
↓
 

AまたはCの意味を考えるとき Bと
一一一~ I

う考えるかをみる ICをどのように関連づけるかをみる

-東京大学，大村彰道氏から高校生の物理学習にかける認知傾向の調査用紙(Heath.R.Bく1964>の

認知傾向による)をいただき形式闘で参考にし，また全国教育研究所連盟の共同研究結果をも参考陀L九
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(記憶的) 考えを発展'させ工う iとせず f年代，人名，名称などKまず重点

をおPとう eとする傾由l

問題を 思考傾向 2 (興味的〕 具体的ではあるが現象的なととに対する興味，好奇心，疑問か

発接さイ ら単純K問題をとらえよラとする傾向 ;

せよう 思考傾向 5 (批評的〕 現代の考え方をあてはめて，単純に批評的κ問題をとらえよう

とする とする傾向

方向 ¥思考傾向 4 (追究的〕 現象の背景Vてあるものをリアルκ追究しようとする傾向

第E場面/思考傾向 1 (表面的〉 提示された歴史事象を表面的に解釈して，直接的K関係づけよ

因果， うとする傾向

動機な 思考傾向 2 (観念的〕 具体的K考えず，観念的拡奇襲的(そ考えよろとする'lii向

どの考 思考傾向 Z (一面的〕 リアJレIi:考え方ではあるが，ある一面からの考え方で，すべて

え方 を断定的Vて関係づけようとナる傾向

¥思考傾向 4 (総合的) 事象の背景にある時代性から，客観的，総合的に考えようとす

第E場面 る傾向

相反す 思考傾向 1 (固執的) 先行経験の影響が強<，あとから提示された史実を吾定づまたは

る史実 無視する被さ(rigidi ty)をもった考え方をする傾向

を関連 思考傾向 2 (現象的〕 提示された史実を現象的κ見て，前の史実と総合して考えない

づける やや場あたり性(labi li ty)をもった考え方をする傾向

考え方 思考傾向 3 (並列的) 現象的Vて相異なる史実を並列的にとらえようとする傾向

思考傾向 4 (統一的} 現象的に相異なる史実をよ b高次の視点，または別左視点から

客観的K統一しようとする傾向

以上を上記の場面におPける反応を決定する思考のはたらかせ方K関する傾向であると一応仮定し，と

の分析のもとに卦けゐ児童生徒の思考傾向の特色，学年月Ij.性別，地域別にみえ場合の相違，調査の素

材とした内容の柑違K対する反応のー貰性，もしー賞した反応の傾向がないとするなら内容の相違と思

考のはたらかせ方との闘1系，仮定した思考傾向と客観的K訓定しうるテスト成績との対応関係などを，

統計的方法Kよって検討を試みる。

4 学習態度の形成陀関する研究仮説

ととで形成しようとする学習態度は，これまでの研究結果から次のよう Kいえよう。

主体的，追求的に学習を進め，歴史事象を歴史の流れに位置づけて考えようとする態度の形成。

との態度の形成をはかる方法は多方面から考えられるが，本年は次のような 2つの仮説をもった。

a 児童生徒が自ら思考し，学習成果を転移させたり，既有の考え方(!C依存せず，観点を変えて考えさ

せたり，事実K.tlOして考えさせたりすゐょう没思考場面を発展的に設定して，指導するととκよって

好ましh学習態度が形成されるであろうー ζれは，昨年度の研究結果をさらκ笑証的に追究しよう

とするものであ る。

b テスト問題の内容・ 形式をある観点から変えて作成し，長期閣にわたり実施した場合Kは，児童
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生徒の学習態度K鯵響を与えるであろう。 ー とれは ，官昨年の研究結呆ゃ，テスト問題の形式が児

童芝生徒の学習方法をも規定するという見解などを考慮したζ とによるわけである。
liJ 

E 研究の方法

1 思考傾向をとらえる調査の方法

付〉調査問題の構成とその信頼性，妥当性

佐貸大学の池田貞美氏は学習態度研究上の問題点で，児童生徒の思考が持続的で一貫した傾向性をも

っといえるVては次の 2点が必要条件であると述べている。

a 異質在学習内容の領域間K認められるー受性。 b 時間的経過K認められる一実性。

昨年度は ab o条件を考えて調査問題を作成したが，本年は各県で共同に調査を笑施する関係からb
.令ゅ

の条件を満足させるととが困難で， aの条件を考慮し，次の 8例を素材として問題を構成工ぇ。

(1)絵田信長 (人物，安土桃山時代) (5) 豊臣秀吉の宣教師追放(政治安土桃山時代〕

(2) 奈良の大仏(政治 ，奈良時代) (6)源義経と源頼朝 (人物平安時代)

(3) 江戸時代の農業(農業，江戸時代) (7) 官 営 工 場 (工業明治時代)

(4) 大日本帝国懲法(政治，明治時代) (8) 江戸時代の交通 (交通 江戸時代)

各場面VCi許可ける前章の思考傾向K対応する考え方の例を (6)で説明すると第 I場面では概括化した簡

単乏情報を与え，次のような発聞をし考え方を示す(ふりが在省略 49ベージ参照、)

〔聞い〕 ζの ζ とについて，いちばん知 りたい，または知って会か乏ければ左ら左いと思うものから順

κ記号を書きをさい。

思考傾向 1(記憶的 )D鎌倉幕府はだれが，左んねんにひらいたかというとと。

思考傾向 2(興味的 )c源平のたたかいのようすや義経のさいどのようすはどのようであったかという

とと。

思考傾向 3(批評的 )A頼朝は義経K対して，兄としての愛情をぜんぜんもたなかったのかというとと。

思考傾向 4(追究的)Bてがらをたてた義経がなぜ兄の頼朝にきらわれ，ほろぼされたのかというとと。

〔第E場面〕 ζ とで，さらK具体的な情報を与え，次のように設問する。

〔聞い〕頼朝が義経をせめぼろぼした理由について，いちばんあなたの気もちにぴったりするものから

願K記号を書きをさい。

思考傾向 1(表面的 )Aζのとろまで義経はそむ〈気がなかったのだから， ζのあとのできどとを考え

ればよいと思5。

思考傾向 2(観念的)c自分の勢力を強めるためκ兄弟でも親子でも争う時代だからだと思う。

思考傾向 3(一面的)B原因はすべて，頼朝のつめたい，うたがい深h性格Uてあると思う。

思考傾向 4(総合的 ) D頼朝の性格だけでな(，頼朝の立場や義経の行動も考える必要があると忠弘

〔第E場面〕 ととで，第E場面と 現象的V亡は相反する歴史事象を情報として与える。

必設問，場面の構成Kつhては新潟大，滝沢助教授から多〈のど指導を受けた。
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〔聞い〕積朝が義経をせめtまるぼしたととについて ，いちばんあ買をたの気もちにぴったりするものから

願κ記号を書き~さい。

思考傾向 1(周執的)B義経をそむかせるようK追いつめたのは，やはD頼朝のうえtJル、深v>，つめた

い性格だと思う。

思考傾向 2(現象的)C頼朝が義経をせめぼろぼしたのは ，やむをえないととだと思う。

思考傾向 3(並列的 )A義経にもわるいととろがあったし，また頼朝の性格Kもわるいととろがあった

と思う。

思.考傾向4(統一的)D頼朝は命令をてっていさせ，さらK自分の勢力を広め ，権力を強めたかったの

だと思う。

2回の予備調査で ，第立場面を見て第 I場面κ反応する ζ とは皆無といってよ<，その影響はまずな

いととが依認された。しかし ，信頼性や妥当性の検討Vてついては本調査実施後にしかでき乏かった。

a 信頼性については同一学級VC2日の閣をかき 2回調査をぐり返して結果を比較検討した。その結果

多校選択法をとっている関係もあり，個人的Kは各問題の各場面K会ける反応は小学生ほど変動がみ

られるので，個人の思考タイプを厳密に診断するUては面緩や自由記述 ，観察念どを併用するととが必

要である。しかし，との研究の目的とする集団の傾向としては ，総反応数K占める各思考傾向の反応

数の比について独立性(または関連性)の挨定を各場面どとVCXテストでみると次のように差が有意

で在いので，集団としての傾向をみるVては一応信頼性があると考えた。

第I場面(小6=P>O.8 中 2=P>日 9) 第E場面(小6=P>O. 9 中 2=P>U9)

第E場面(小6=P>O.9 中 2=P>U9)

b 妥当性についてはそれぞれの選択肢K反応した理由を追跡調査で記述させ，仮定した思考傾向の観

点と比較検討した。中学生は仮定した傾向と反応の理由がほぼ対応しているが小学生は理由が多方面

にわたり，必ずしも仮定した傾向とは一致し左い面がある。したがって， 7月の実施時期では小学生

の追究的，総合的，統一的などは統計結巣より実質的Vては少左いものとして解釈するほうが妥当で

ある。

(2)調査対象者 ・方法・実施時期

① 調査対象者 乙の研究は全国教育研究所連盟の共同wf究として進められ，本年は共通の調査用

紙を使用して調査を実施した。との調査を実施した県立 ・市立教育研究所と調査対象者は次の通りであ

る。

-福岡県， iJ I口県，災媛県，富山県富山市，宮城県 一一一それぞれ中学校 2年生は都市部，農村部各 1

学級 ，小学校 6年生は書s市部 ，農村部各 1学級 ，計 4学級ずつ実施

・神奈川県繍浜市 小学校 6年生 ，中学校2年生ともに都市部のみ 2学級ずつ計 4学級実施

ー新潟県 小学校6年生は都市部4学級，鹿村部2学級，中学校 2年生，都市部5学級農村部2学級実

施

調査対象者

学年

小学校 6年生

学 年

中学校 2年生
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に

@調査方法と調査の実施時期

調査方法は 43ページの調査の注意を参照されたい。実施した時期は 41年 7月中旬から下旬で一次

集計を各研究所が行念い全体の集計と検定は当教育センターで行在った。

(3)追跡調査と関連調査

調査に反応 した根拠から潜在的な考え方を深めるため ，反応の理由を記述させる追跡調査を?月下旬

に小学校 6学級 252名，中学校 6学級 258名を対象にして実施した。また思考傾向と客鎖的1j:

学力との刻応関係をみるため ，小学校 4学級K第 5学年の教研式学力診断テスト，中学校 4学級Irc教研

式，第 1 学期学力診断テストを 7~中旬κ実施した。

2 学習態度の形成 K関する方法

前述の研究仮説を実証するために ，との研究では 2野比較法をとったので，まず研究仮説の笑施方法

(作業仮説)を述べ，次K条件の統制，測定の方後を述べるととκする。

れ}学習指導の改善に関する方法一一作業仮観 その 1

前述の態度を形成するためには ，児童生徒が課題場面に直面して， 自ら思考し，学習成果を転移させ

たり ，既有観念K依存せず ，毎点を変えて考えるようを機会を与えられ念ければならたい。しかも .と

の場面は全体の学習の流れの中に位置つけられるととが必要でるろう。そとで，実験群の指導VC~たっ

て次のよう没点K留意して，指導過程を構成し，実施するととにした。

a まず，教材を街導する観点を明獲Kするとと。

b 弘~vr ，その観点、で指導した場合，その時聞が終わったときκは ，何がわかり，どういう意味が把握

できればよいか到達目標を設定する。

C その目標に到達するKは.既習内容の何が再生され，新しく何を知り，伺を理解し，ど5いう意味

治犯握できればよいか分析し，その学習順序を考える。そのj順序は必ず 1時間どとというわけでない

が基本的κは次のようK考える。

(事象の現象鋲肥握〉一一→(その具体的様相・関係把握〕一一→(歴史的意味の把握)

d との学習過程のふしVC;1:る問題場面をどのように設定したらよいか〈ふうナる。その場合Kは指導

内容の特性を考慮して，児童生徒の既有観念VC依存し，安定を保とうとする体制を〈ずし，事態κ即

応して考え乏ければ左ら左い緊張関係を生ずるよう衣場面を考える。たとえば，

ア 児藍，生徒の未知1j:ζ とが多かったり ，後維を内容のとき Vては ，全体の構造や要点を把鍵させる

ねらいをもった作業用紙を使って，受動的でな〈彪動的K学習を進めさせる(同時vc個別指導が配

慮され乏ければ走らない 〉

イ 現在の価値観と相反するよ うな内容(たとえば，キ リスト教の禁止 ，封建道徳〉はよい，悪いで

在<.リアJレ陀見つめさせるためVC.仮構の条件設定(もし， ζれをし左かったらどうか)による

問題場面左どを考える。

ウ マスコミなどにより ，ある先入観が形成されているような内容(たとえば .iMi 義経，豊臣秀吉

71:ど )VCは ，児童生徒の考えと〈いちがう教材提示の配慮をする。

ヱ いっぽう的左見方が形成されやすい内容(たとえば鎖国とか，明治憲法左ど)~てついてもイと同
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様な配慮をする。

オ 児養生徒がなちいタやすい思考の誤りが予想されるときは ，その誤タを碩在化させ ，検討できる

ような場面を設定する。

e 問題の発展の基本的左過程は， 一応次のようκするが罰定化 して考え~\/>。

[前時かう- [既習内容ほっ<h→ 戸 体 的 問 ど うか凡〔どういう特色「歴史的意

の課題 人主観的予想、 ~ I一歩心:-lE，そうしたか~ r'をもつか J 門 味

1 I 1 I ! 11次時の課

〔客観的史実J--l (客観的史 ;実ド〔客観的解釈〉ーJ'-題

千 各問題場箇の学習に会いて，使用ナる教材と学習形態を決める。学習形態は内容，場面の性格VL応

じて，個別の作業学習，小集団学習，講義を間〈学習，討議学習など多面的κ考態する。

0小学校K関しては，次のよう左配慮をする。

a 小学校は教材研究を探〈すると，中学校的VL~ り，同じようなととをややかんたんκ指導する結果

VC;!:，~ ち入りやすい点を注意する。

b 暦史の流れのふしに1.i:~， 典型的で現象的にとらえやすい事象を大づかみにとらえていぐ。

e したがつて ，右図のAとB，BとCの比較を重椀する。変わつてきた， ム B C D 

と哨の崎時代仇は氏いζuωん吋左時特色沙が似2

d 因果関{係系は細カかミい史実相互の関係より ，大き1没t流れ治か注ら〈る因果関係を配j慮怠する。

。統制群

特κ意図的。て問題場面を設け念v>o 研究期聞が長期Kわたるので，児童生徒の学力が低下し左いよう

配慮して ，とれまで行なってきた指導よ D・より高次の間答学習 ，講義学習を行なうよう努めるが ，基

本的には教師のhっぽう的左リー ドKよる指導を行左う。

(2)テスト問題の内容・形式の改善に関する方法ーーー作業仮説その2

前に述べたどとくテスト問題のいかんが，児童生徒の学習方法に影響し，ひいては学習K対する態度

を左右するのでは乏いかと予測をたてた。そζ で，実験群Kはテス ト問題の内容・形式を次のよう左ね

らいと形式で実施するととV亡した。

〔実験群〕

a 間短のねらいとして

ア 知識か噺片的でな ぐ ，脈絡をもっているかどうかをみる。

イ 因泉関係ゃ事象と事象の関連いについて理解しているかどうかをみる。

ウ 歴史事象を時代に位置づけて，その特色をとらえているかどうかをみる。

b 問題の形式Kついて

段近，ァテープメン ト・ テストの出題形式が批判され，断片的左知識の量だけを要求してはいないか

といわれている。 ζれに対して，それは出題形式が惑いのでな<，むしろ間届作成者の作成能力Vてかか

わる問題であ守4jという論もある。 Ox式と論文体テスト Kは ，それぞれ長短があるわけだが・ Ox式

が悪いからといって，昔のような論文体テストにするのでは進歩は期待できない。そとで実験群の問題

形式としては，
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ア 前述のアのねらいには，客観テストの袴認法形式で作成する。

イ 前述のイ iゥのねらいには多校選択と論文体形式を併用した問題形式 .:t>よ び問題場面法を〈ふ

うしてみる。

〔統制群 〕

a 問題のね らいとして

主と して，人名， 年代 ，名称，用語の意味，概念の内容などを問うO

b 問題の形式として

王としてアチーブメントテス トの再生法をよび再認法の形式を とる。

上述の実験群 と統制群のテス ト問題は本来併用されるべきものであるが ，乙の研究では一応二つVC分

けて，その影響を検討する ととKした。

。テストの実施方法と実施回数

実施回数は B回を予定し，実:胞時閣は約 20分程度を目棋とした。問題は当センターで作成し，協力校

で担任教師が実施し処理した。

(3)研究を実施するための条件統制

①等質群の編成

等質の条件は，学力診断テストによる学力偏差値と，学習法調査Kよる学習への参加状態の 2つにし

思考傾向調査の結果は統制が困難のため ，等質にするととはでき設かった。とのため実施した認査は，

教研式学力診断テス ト(小5 .中 2第 1学期用)と学習法調査(野間教育研究所研究紀要第 Z3集の学

習要因調査表を参考Kして ，当教育センターで作成 一 内容は，家庭での学蛍，教室に卦ける学習左ど

について分析し，結果を点数κ換算できるよう K した)を実施し，その結果κ基づき等質量平を編成した。

A小学校 .B中学校 思考場面の設定Vてよる学習態度形成の研究として実験群と統制群を編成

C IJ学校・ D中学校 テス トι閣の内容，形式の改善K尉する研究として実験群と統制群を編成

それぞれの 2群は成績上位の者 10名，中位 15名，下位 10名の35名にし，最も似かよったもの

を対Kして選び ，結果の測定はとの抽出生徒のみを対象κして処理した。

表 1 学習指導の研究対象

|7ミ
小 学 校 中 $ 校

実験群統制群 検 定 実験群 統 制 群 検 定

診断学力 M 5 3. 7 M 5 1. 4 P>O.3で差左し M 6 O. 1 M 6 O. 3 P>口.9で差念し

テスト み ヲ'.3 lう 9. 4 p>口1で差在し a 8. 5 d Z 7 P>口1で差1i:し

学習法調 M 1 a 5 M 1 8. 3 P>O.8で差なし M 1 a 4 M 1 8. 2 P> 口.8で差なし

査 2う 2.6 d 2.8 P>O.lで差なし a 2.6 a 2.7 P>口.1で差なし

一一一一一 一 一一一

(平均差は tテストの両側検定，分散の差拡 Fテス トKよる両側検定)
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表 2 テスト問題の改善K闘する研究対象

pt 小学 校 中 学 校

実験群統制 群 検 定 実験 群 統制若草 検 炉A企と『・

診断学力 M 5 O. 7 M 50.7 差が左い M 5 4. 1 M 5 3. 5 P>0.8で差左 し

テスト δ a 4 δ 8.2 P >0.1で差な し d 9. 1 Eヘi 8.8 P>日1で差なし

学習法調 M 1 9. 1 M 1 9. 5 P>0.9で主主なし M 17.9 M 1 6. 4 P>O.O 5で差乏 し

査 a 2. 2 ¥ d 3.3 P>口05で業なし a 2.8 a 3.3 P>0.1で差な し

② その他の条件統制

a 担当する教師は，小学校，中学校ともに 2群(2学級〕を担当する。小学校は教師が研究対象の学

級κなれるため?月を準備期間とする。

b 指導内容，時間配当，使用する教具，意図的な課題は同-vcする。

C 学習指導改善Vて闘する研究では ，たるべく同じ8VC向ーの指導内容を実験鮮と統御l群κ実施する。

(4)研究の実施期間

7月 ?月一一一一-1日月一一一一 11月一一一- 12月初旬一一一一中旬

←ー諸調査 一→←ー 準備ー→←一 研究実施期間 ;←- 結果の制定一+

研究期聞を長期間にする乙とは ，研究仮説以外の諸要因の影響が大きく左るけれども，学習態度の形

成は， 短期官では期待できない点からとられた期間である。

(5)結果の測定方法

目標と した主体的 ，追究的Vて学留を進め ，歴史事象を歴史の流れに位置づけて考えようとする態度の

形成は，調査，観察，面接Vてよってとらえられるが，と ζではなも K紙面調査Vてよ!:)，次の点について

測定する ζ とKした。

a 知識 ・理解 ，特に因果関連や歴史事象の特色を時代 K位置づけて理解できるかどうかo ζ れにつ

いては，中学校は第 2学期学力診断テス ト， 小学校は当教育センタ ーで作成したテス トを実施する。

b 認識過程VC;J;~ける思考傾向の変容 Vてついては前述の思考傾向調査を実施して，結果を比較するの

C 家庭卦よび長業V亡会ける主体的 ，追究的在学習の繕えが形成されたか，また 学習方法と して， 歴

史の流れとして ，とらえようとするように在ったか ，どうかについては ，52ページ以後K掲載 した

「学習の構えの調査Jかよび「学習法調査Jを笑施し ，結果を比較ナる。

在 (1) 橋本重治 教育評価総説 金子書房 P，23 9 

(2) 橋本重治 学習態度を形成する要閣は作jか 授業研究(明治図書〕 必 33 

(3) 池上喜八郎 思考力評価とペーパーテストの可能性 社会科教育(明治図書)J仮23 

(4) 続有恒 テス ト方法の問題と改善 文部時報第 10 6 9号

'
E
A
 



E 研究の結果一一思考傾向の様態

1 問題場面どとの反応傾向とその考察

調査を実施した結果について ，各場面どとVC次のよう K処理してみた。すなわち問題例は 8O1Jあるの

で 8問題を通して問題場面どとに各思考傾向κ属ナる選択肢をいくつ選択したかの数Kよって J 個人

別の思考傾向得点をだす。たとえばAという児濫は第I場面では記憶的 D点，興味的 1点 ，批評的 5点

追究的 4点計 8点と在る。第E場面では表面的 Z点，観念的0点， 一面的2点 ，総合的ヨ点計8点と在

る。第E場面Kついても同様の得点をだす。との結果を各問題場面の思考傾向別K得点の分布を示した

ものが次ページの第 5表である。 ζ の結果K基づいて考察を進めるととKする。

a 学習内容が異~っても，ー貰した反応を示すか，す変わち持続的，ー質的な思考傾向を有するか，

どうかは ，8 OiJのうち 5例以上共通在思考傾向を選んだ者の割合をみればよいであろう。そとで各思

考傾向の 5点以上と った者の割合を 5表でみると ，小，中学生とも VC少~Ir>。約半数近〈が 1 --2点

に集中している。とのととは児童生徒が単一のfp，考傾向をもっとい勺より ，内容 ，問題場高の変化に

工り既有経験や知識，理解，関心が異司r!J，巽たった考え方をするζ とを示しているといえよう。

佐賀大学の池田貞美氏は「学習態度研究上の問題点 JVC会いて.同一問題を指導在しで反復実施した

とき，解答の機式が同一個人でも巽たるζ とを述べているが ，アプローテのしかたが異なるとはいえ

やはタ児童生徒がー貸した思考の傾向性をもっとはいわれないととを示している。調査時期をヰf度末

にすれば結果も変わるであろうし，調査の視点，方法を変えれば結果も呉在るであろうが ，との謁資

では ，7月という時期Vてないて，特定の一貫した思考傾向をもっとはいわれない。

b 比較的，一貫した反応の多い思考傾向は第 I場面では小中ともκ追究的，第E場面で小学校臥並列

的，中学校は統一的である。小中とも VC，なぜかという疑問をもたせて学習する場合が多いため，追

突的な考え方がやや身κついていると考えられる。

。比較的，反応の少ない思考傾向は第 I易商では興味的 ，批評的，第E場面では観念的 ，第血場面で

は現象的などで多肢選択の場合，態度だけで?を 〈弁別力がはたら〈 ζ とも示しているロしかし， 実際

の学習の場ではやはり，とのよう左考え方をしようとする態度は少ないと考えられゐ。

d 小中の比較については鮪を改めて検討するが， ζζでみられる必もな傾向を述べると

ア 第 I場面では興味的は小学生が多<，追突的は中学生が多い傾向を示してhる。

イ 第E場面では表面的は小学生が多<，総合的は中学生が多い傾向を示している。

ウ 第E場面では並列的は小学生が多<，統一的は中学生が多い傾向を示している。

e 全般的Kいって通史的内容K関する学習経験の浅い 7月中旬という時期の関係もあろうが，小中学

生ともκリアんに問題をとらえ ，多面的 ，総合的K理由を考察し， lハ〈つかの史実を客観的，統一的

に関連づけて考えようとする態度が之し<，ζ の態度形成が重要であるといえよう。

以上，個人として特定の思考傾向をもっ者が少左いとしても，教育条件の兵なる集団として比較して

みた場合，どのよう左反応傾向の相違があるか，次K検討してみる。
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表 3 思考傾向73iJ得点分布表 )=句。

考え方民ま 。 1 - 2 3 内~ 4 5 以 上 計

小学校 217(27.6) 326(41.5) 188(23.9) 54( 6.8) 785 

第 記憶的

中学校 22 3( 2呪1) 3 1 1 ( 4且6) 159(20.7) 74 (虫6) 767 

ー

小学校 172( 21.9) 428( 54.5) 165(21.0) 24( 五0) 785 

I 興味的

中学校 267 ( 34.8 ) 377(49.1) 116(15.1) 0.9) 767 

IJ~学校 1 67 ( 21.3 ) 437( 55.3) 152(19.3) 32 ( 4.1 ) 785 I 
場 批評的

中学校 203(26.4) 391(50.9) 159 ( 2日.7) 1 4 ( 1.8 ) 767 

小学校 45( 5.7) 275(35.0.) 327( 41.6) 138(12.5) 785 

商 追究的

中学校 15( 五8) 213(27.8) 283(36.9) 242( 31.5) 767 

小学校 54( ι9) 457( 5&2) 244(31.1) 30( 3.8 ) 785 

第 表面的

巾学絞 守7( 1 2.6 ) 475( 61.9) 180.(23.5) 15( 1.9) 7 67 

小学校 120(15.3) 484( 61.6) 158(20.1) 1 3 ( 1.6) 785 

E 観念的

白学校 129(16.8) 475( 61.9) 153(19.9) 1 0 ( 1.3) I 767 

小学校 70( 8.9) 392 ( 4虫9) 294( 37.4) 29( 五7) 785 

場 一面的

中学校 41( 5.3) 40.玉(52.4 ) 291(37.9) 32( 4.2) 767 

小ヤ絞 9 5 ( 12.1 ) 444( 56.5) I 220(2&0) 26 ( 五3) 785 

面 総合的

中学校 73( 9.5) 381( 49.7) 2 66 ( 34.7) 1.7 ( 6.1) 767 

小学絞 159(20.2) 456( 5&1) 159( 20.2) 1.4) 785 

第 固執約

中学校 166(21.2) 4.65( 60.6) 130(16.9) 9( 1.2) 767 

イ学校 154 ( 1虫6) 478( 60.5) 146(18.6) 7( 0.9) 785 

E 現象的

中学絞 211(27.5) 448(58.4) 104(13.5) 4( 0.5) 767 

小学佼 4o.( 5.1) 300.(3&2) 336 ( ~ 2.8 ) 1 09 ( 1五8) 785 

2長 並列的

中学校 4 1 ( 5.3 ) 350( 45.6) 30. 3 ( 3担5) 73( 0.9) 767 

小学佼 87(11.1) 437(55.7) 222(2&3) 39( 4.9) 785 

面 統一的

346(45.1) I 1'11学T 絞
| 

34 ( 4.4) I 288( 37.5) 99 ( 1五1) 1 767 

一一
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教育条件の相違からみた反応傾向の特色2 

ζζでは，各場面どとに示した総反応数(nx8)tL占める，ーそれぞれの思考傾向tL対する反応数の

比を ，教育条件の異なる集団間で比較し，その反応傾向の特色を検討する。

(1 )男子と女子の比較

，男子玉 91xB=312B
総反応数 i

ー女子 376X8=3日日目

中学校

男ム:の上じの差

〆男子 40BXB=3264
総反応数 i

女子 377X8=3010

図 1

小学校

必必=pくO.0 1‘ 

ー f i珂側検定
企企=P<'O.01'

，~!= P <口 o5 d検定全体の比の差検定
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記憶附

興味的

批評的

追突的

E 

表面的

観念的

一面的

総合的

盟

国執的

現象的

議列的

統一的

i一一一_J

弟子と女子との間κ差が有意である問題場面は小中ともに第 I場面ど弟皿場面である。a 

項目の比の差でみると第 I場面では .小学校一女チは記憶的が多<，男子は追究的が多い。中学b 

絞一女子は記憶的が多<，男子は興味的が多い。共通して女子は記憶的が多<，-;まずまじめκ念ぽ

えようとするが，思考が発展的で左〈伸びが左いととを示している。また次質iiの学力偏差イ直と記憶的

との対応関係では逆相関の傾向を示しているので調査対象とした文子が弟子より学力が低い ζとも予

il!りされる。4

第E場面では，中学校のみ女子は観念的がや宇多<， .513子は総合的が多い。女子は弟子(rC比べてや

や観念的常識的κ考え，多ff.o的客観的Vて考えて反応するととが少11い傾向を示している。

第m場面では ，小中学校ともK女子は立を列的が多(，Y5子は統一的が多い。女子は男子Vて比べて相

c 

d 

異なる史実を緊力u的Kとらえ ，よ D高次7J:視点から統一的に考えて反応する ζ とが少ない傾向を示し

ている。全体として男子のほうがよ D望ましい考え方で反応する傾向を示している。
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(2)小学校6年生と中学校2年生の比較

図 2 小 6と中2の比較

小 6 785x8=6280 

総反応数 {品
rP2 767X8=6136 

全体の比の差必Pく日日 5 ，;!，a~ pく0.01 
}岡側検定

項目の比の差 .PくO.0 5 .AA..P < o. 0 1 J 

I 

記憶的 p 10 刊D JDφ 

興味的」一1一t8 

有'

~ ?(l1.". ・r・ー'0、，，x.ー， 、

批評的~竺
追究的」一一

立oとド
4to AA  

E 

表面的 b 

留念的

一面的

総合的 ・
山 ノ'i283U

.' i I I 中

E 2 

固執的

現象的

並列的 E

統一的

考えて反応するととは少ない傾向を示した。

a 第 I，JI，ill場面ともに分布の傾

向の差は有意である。

b 第 I場面では小学生は具体的では

あるが現象的なととK対する興味，

好奇心から単純に問題をとらえたり

現在の考え方をあてはめて，批評的

κ問題をとらえるなどの傾向が強〈

リアルに問題を追究する ζとが少左

い傾向を示した。

c ;r~ n場面では，中学生K比べて，

小学生は史実を表面的K解釈して，

直接的K関係づけようとするが，時

代K位置づけ客観的K考えて反応す

るととが少ない傾向を示した。

d 第四場面では，中学生Vて比べて小

学生は，前に提示された歴史事象の

みで浅〈解釈する傾向ゃ，格異なる

歴史事象を並列的Vてとらえるととが

多い傾向である。しかし，統一的に

以上の較差は前述の妥当性の検討から考えると実質的V亡はもっと大きいと考えてよかろう。

ζ の結果から考えられるととは，子どもの直観には生き生きとした本質を見ぬいたものがあるなどの

子どもに卦もねった考え万はつつしむべきで，もっと事象をリアルκ見た D考えさせようとするきびし

さが必要であるといえよう。また，小学校高学年は寄観的認識ができる発達段階κ移っていく過程であ

るが，まだ場あたり的であ D主観性の強い思考傾向があると考えられる。したがって学習に五おける受容

的活動と生産的活動の両面を考えるとき子rもの能力をとえた生産的活動を強調する ζ とはますます主

同的怒意的た思考傾向を強めるととに在ろう。最少限K必愛な典型的1.1:歴史事象を教材K して明確な結

論がでるもので考えさせ，教師が与えるととも述慮すべきでなかろう。 ζれに対して，中学生κは単な

る受容性をのDζえてい〈ととろの生産的な場面を相当と Dあげて恩考力をつけていくととが必要のよ

うVL思われる。

(3)都市部と農村部の比較

各場面VLj;>ける分布の傾向の差をみると小学校は第 I場面と第皿場面，中学校は第 I場面のみが有

意差をもち.1tHは差がない。

小学校は，都市部の生徒は記:1)在しようとする傾向が強い反面，追究的K問題をとらえようとする傾

向も強い。農村部の生徒は興味的，批評的の傾向が強〈都市部VL比べて ，表面的で主観的な問題のと
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らえ方をする傾向を示している。第E場面でも都市部生徒は並列的，統一的が多hのK対して農村部

図 5 都市部と農村部の比較

，都市 309'><8=2472 都市 307X8= 2456 
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生徒は固執的，現象的が多<，地域的在学力業と対応した思考傾向のイ骨造を示しているc

C 中学佼は全体の比の差はわずか第 I場i買のみであるから(しかも 5'}'0の白蛍水準である)都市部と

農村部の生徒にはあま旬里、考傾向のき害はなかった。しかし，ひとつひとつ思考傾向日J(i[検定すると，

追究的，総合附，統一的は帯市部の生徒が多加。とれらの忠考傾向は次節で述べるが最も学力偏差値

との対応が顕著なものであ!J.ζ とでも小学校の場合と院織に部市部と思村部の学力差に対応した思

考傾向の相違を示してlハるといえる。

3， 思考傾向と学力偏差値との対応関係

とれまで，教育的条件の相違』てよる反応傾向の特色を検討してきたが，とれら思考傾向の得点が普通

客観的(ICd!IJ定しうる学力とどう対応しているか，望ましい忠、考傾向の得点の高い者は客観テストでもよ

い成績をとるとする左ら，王子観的な見万，考え方を妨げている諸要因をさらK採る必要がゐろう。そ乙

で， 7月中旬に 教研式第5学年学刀診断テストをる年生''L，教研王立第 1学期学力診断テストを中学2

年生Lて，初市部の各 4学設(小学校 1 8 0名，中学校 1 6 0名 )vc実施した。白浪Eの也考!頃向i5i，胤

点と学刀[，奇差値との泊聞を，ピアソンの相闘係数で算出してみると次ベージの表 4のようになと。

との結果，学ノワ隔封直 との対r，~が鎖持たのは，第 I 場面では追究的，第 TIf若宮では中学校のみが給台

的，第m場面では小学校がやや並列的，統一約，中学校低統一的であるととを示しているの 小学T誌は#

E場面で 4つの思考傾向の得点が学力偏差値と長岡闘の傾向を示している。 ζ のととは， 7 J3という主主

施時期K沿いて ，小学生fてとって第E騒屈がやや偽:雑であったととが占えられる。でまた，第m巌邑iにお

いて並列的κやや対応尉係がみられるのは ，小学校 6年生どろでは ，jJJi:績の良い子でも，むじゅんする
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表 4 学力偏差値とのおI応関係一一相関係数

第 I 場 面 第 E 場 面 第 皿 場 問

法て 小学校 中学校 〉長 小学校 中学校~ 小学校 中学校

記憶的 -0.453 -0.226 表面的I-0.054 -0.387 固執的 -0.408 -0.282 

興味的 0.173 -0.271 観念的 -0.066 -0.112 現象的 -0.139 一日.口 79

批評的 0.025 -0.028 -而的 日166 --0.088 .illZ列的 0.275 -0.048 

追究的 0.545 0.334 総合的 0.0 41 日41 1 統一的 0.2 1 6 0.360 

史実を，統一的に考えようとするより，とうでもあるし，またそうでもあると並列的K考えようとする

傾向がややあるととを示している。

逆相関の傾向，つま!>，思考傾向の得点が高くなるほど，学力隔斧値が低〈なる傾向を示しているの

は，第I場面では記憶的で，成績の悪い者ほど会ぼえようとする傾向がみられる。しかし ，中学生にな

ると成績の良い者の一部κまずま?ぽえようとする熊度の者が訟り，小学牧ほど逆相闘の傾向は明瞭で左

lハ。 また興味的も逆相関の傾向を示し，成結の忍い者ほど現象的左部分K好奇心をはたらかせて問題を

とらえようとナる傾向がややある。第]{易面では，中学生は表面的κ反応する者ほど成績が悪<，第E

場面では小中ともκ固執的vc反応する者ほど成績が思い。全般的にみて中学生のほうが学方偏差値との

対応関係カ到月僚で，信頼性，妥当性の検討結果などと考えあわぜて.7月という実施期間では中学生の

結果のほ うがよ D妥当性をもっといえよう。

記憶的が逆柑闘を示すζとは「まず.:s:"1まえさせ左けれピなら乏い」という考え方と逆のように恩わ

れようが，むしろ重要な ζ とは記憶が悪いのでな<.どのよう κbぼえさせるのかという問題である。

史実を項目的Kかぼえるよ.!)，その背景κ忘るものをリアルに追究し，それとの関係で史実を位置づけ

て理解してい〈ととが，よ D学力をたかめるととVてなると解釈できょう。

4 客観的左考え万を妨げている諸要因の考察一追跡調査の結果

上記の対応関係で学力偏差当直と逆柑院または罪悪倒閣の思考傾向はまた史実をリアんにみつめ，事象相

互の関係を正し〈考え..t5とするものでない。その忠考傾向K反応ずる理由を探るととは客観的な考え

方を妨げている児童生徒特有の考え方(思考体制)を明らかU亡すると息われるので以下にその点を考察

する。

そとで，各問題場面 24 VC:s:，>けるそれぞれの選択肢(百十96)にどのようκ反応が集中しているかみ

ると次ベージの図 4のよラκなる。 ζのうち各思考傾向の中で比較的反応の多〈集中している選択庇K
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ついて ，選択した理由を記述させた追跡調査に基づいて考察した結果を述べる。

図 4 各問題bて卦ける選択肢(思考傾向)κ対する反応
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追跡結盟主 対象 小学校 6年生 2S 2名( 6 学級)中学校 2 年生 258~(6学級) 9月下旬実施

a 第 I場面

ア 記憶的 (1)J鉱1のA( P 4 4) (4).16.1 0のDが比較的多い。 ζれを選んだ理由は，小学生はそれ

を知ってbかなければならない。それが重要だから，中学生は，いつ，だれが，何をしたかが重要と

かテスト Kでるから，をどが多い。しかし，他の向じ性質の問題に一貫した反応をする者は少をいの

で，それほど身Kついた考え方とは考えられず，むしろ態法………何年，信長………最も早〈京都κ

上ったというステレオタイプの考えが潜在して ，重要だから必ぽえてb とうと反応したものと考えら

れる。

イ 批評的 (1)/鉱4のD(P4.4)が比較的多い。との理由は小中学生ともκ.1.i:ぜざんとぐに殺しあ

わなければ左らたいのか，どうして話しあってやら左かったか ，という意味の理由が多い。与えられ

た情報が非常に現在の価値観と矛盾するよう左ときは史実をリアルK追究するよタ道徳的な観点から

批評的VC問題をとらえる傾向があるといえよう。

ウ 興味的 (4)噸 10のc( P 4 7) (7)，必 19のB(P50)が比較的多い。との理由を検討すると

情報を全体的に見ず，部分的κ見て疑問や好奇心をもっ単純性がはたらいていると思う。

ヱ 1.i:j;' .追従的』てつhても検討すると(5).1鉱 13のDや(6)/角1.16のB1.i:どで ι信長の親切を保護から秀

言の突然の追放，義経がてがらをたて左がら逆Kぼろぼされるというよう左情報自休の中K子どもの

疑問をひきつける謀題性を含んでいる。問題場面が課題性を強〈含むときは大部分の子どもがリアル

な追突的構えを示すといえよう。

b 第E場面

ア一面的 (3).必 8B(p46)が比較的多<，との理由は小中学生とも昔は重い年貢がとられたから

田畑がふえても年貢も重〈なるという理由が多い。また(8)必 23のC(P51)も比較的多ぐ，その

理由は橋がをければ敵がせめて ζ られたい:意味のものが多く ，他vc小中学生ともに本κ書いてあった

から，前に習ったからという理由もある。いずれも強〈定着した知識で，それが逆K固定的な一面的

見方をさせやすいζ とを示している。

イ 表面的 (21必sD(P45)が比較的多〈小学生は天皇が国民といっし.l:VCしあわせKなりたいと

いう ζとばか気持ちtてあう，中学生は天皇がそう 言っているととがよい左どの;意味である。 (4)必 11 

D(P47)も多いが， ζれは提示した説明文の中のある部分を直接的κ結びつけた理由が多(.道

徳的な観点から考えようとした!:l.部分的なととを直接結びつけようとする単純さが表面的思考の援

拠Kみられた。

ウ観念的 (4)必 11B(P47)が比較的多しと乙では/上学生は，日本は外国K比ぺて民主主義が

発達してい左かった，天皇は強い権力をもっていた左どで，中学生は江戸時代が終わって聞もな〈民

主主義は発展していなかったζ とやそれK対する批判などが理由となっている。 (7)帰 20D(P50

)も多いが，小学生は早〈急ぐと左んでも失敗しやすい ..:b"i!J急ぎすぎた，中学生は古い遅れてい

たものを外国なみにしようとあせりすをたととを理由としている。とれらは民玉三議=国民主権とか

急ぎすぎると失散するという既成の観念K依存して考える傾向が反応の根拠にある。
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c 第町場面

ア 固執的 (6))負7:18B(P49)が比較的多い。この理由をみると小学生は頼朝は冷たい人だ ，疑い

深い，中学生は頼朝の疑い深いざんと〈な性格を指鏑し，もっと話 しあえばよかった ，などが多い。

調査の時点~'L:10'けるテレ ビや読書などからくる イメージが影響している。

イ 現象的(1)雌3D(P44)はf上学生のみが多い。乙の浬白を小中学生についてみると，キりスト

教K親切にしてやる ζ とはよいとかキリスト教はいろいろ文化を伝えてくれるから親切にするととは

よい という親切K対する反応が強〈パ5).必 15A(P48)については宣教師はよいととをしたか

ら，よい影響を与えたからとか，キリスト教が広全れば平等で平和な国κ在るからなどの理由が多い。

親切とか社会事業をしたというととに対する道徳的見方考え方が反応の大き左根拠と在っているとい

える。

ウ i並列的 cn必6D(P45)が比較的多(，理由の大部分は小中学生ともに ，国民のしあわせを願

う気持ちのよさと人民を苦しめたととの悪さの両面に賛成した意味のものが多い。また(8)必 24 A 

( P 5 1 Hてついては，小学生は楽しいとと，つらいととがあったのでと単純左情緒的共鳴があり，

中学生は旅は楽しいものだが，そのζ ろのように長〈歩いたり，不便をし〈みではつらいだろうとや

はり単純に情緒的に考えて凶る。ととでは単純を道徳的情緒的見方考え方が根拠Vてたっている。

以上，リアルに問題を追究し，客観的に考えようとする態度を妨げている内面的諸要因を考察すると

ステレオタイプ，強〈定着した既有知識Kよる固定的見方，現在の何値観に基づ〈道徳的見方考え方，

情緒的見方考え方，テレビ・読書1zどによる先入観・イメージ 既成の観念をあてはめる依存性，全体

を見ず部分的会 ζ とに反応する単純性会どが考えられ，それらはだれしも持つ見方考え方として体制化

されて卦り，内容 ・場面の相違V亡応じて力動的Kはたら〈のではをかろうかと推測するわけである。

[刺 激 J (思考俸制J (反 応〕

/知識理解
、 I ，.-特定の内容，場面κ1!Oす

内容 、 ステレオタイプ I r 
ト-→| 卜一 >1る'侍定の思考傾向
--'先入観・イメージ 1 I 

既成観念

情緒

価値観

内容，場面が変化 しても

一貸して反応する思考傾

向
， 

/' 

上記の要因ti. 1年次， 2年次の事例研究で検討してきた結果と同僚であり，内容や問題場面から〈

る刺激の抱違K応じて，どれが強〈はたら〈かは他人Kよって異なるが，前述のようを刺激場面では客

観的左考え方を妨げる要因としてはたらいていたといえる。しかし，要因のはたらきから思考体制の類

型を設定して，とれによって思考態度を分析する ζ とはζ の仰究ではできなかったし，それはまた非常

に困難であるといえよう。

われわれのとらえようとしている態度は，反応としてとらえられる思考の傾向性で，その方向を規制

する内面的諸婆因を見出だすととはで きて も，その力動的関係から，あるタイプを嫡出し，それで多〈

の人聞を診断する乙とはさらκ次の研究にまた左ければならなh。
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5 結果の要約

a 児童生徒の認識過程f'Lj;~ける思考傾向を考察するため(!L ， 問題把慢場面 ， 関係把握場面 ， 意味偲復

属高の三つの場面。てついて， 各4つずつの思考傾向を仮定 し， 問題場面法κより調査した。その結果

調査の素材とした内容が奨左った場合 ，児童生徒の反応もそれK伴って呉左!'J，一貫した思考傾向は

みられZをかった。内容 ，場面の相違(!Lよって知識 ，理解 ，経験が異左!'J，考え方も実在るといえよ う。

b 教育的条件の相違による反応傾向の特色を ，総反応数K占める思考傾向別反応数の比で比較すると

男子と女子では， 女子のほ うがまじめになぽえようとするがリアルに問題を追突する ζ とが少な(， 

第E場面ではやや表面的常識的に考えて判断を累加してい〈が ，よタ高次左視点から統一的K考えよ

うとするととが少在い傾向を示した。

小 6と中 2の比較では ，発達段階の泣いから小 6は，興味的，批評的κ問題をとらえ ，表面的κ理

由を考え， 現象的 ，累加的K史実を供述づけよ うとするととが多< ，追究的 ，総合的，統一的左どの

反応は少左い傾向を示している。また都市部と農村部の比較では都市部のほ うが望をしい思考傾向に

反応するととが多い傾向を示し，地域的在学力差K対応しているといえる。

。思考{志向別得点と学力診断テス トKよる学力偏釜値との対応関係をピアソンの相関係数κょD検討

すると問題杷握場高では追究的 ，関係J包接場面では中学校のみ総合的 ，意味把握場面では小学校は低

いが並列的と統一的 ，中学校は統一的左ど対応関係沙顕著であ!'J，逆相闘の傾向を示したのは ，問題

杷鑓場面では記憶的，興味的(中学佼のみ)関係抱短湯面では中学校のみ表面的，意味偲緩場面では

圏執的でるる。

d そζで学力偏差値と無相関1またはji(r相闘を示し ，しかも設定の意図からみて望ま し〈ない豆、考傾向

について ，特に比較的反応の多〈集中した選択肢について ，反応の狼拠を追跡調査Kより検討した。

その結果，客観的な考え方を妨げている諸要因として，ステレオタイプ ，固定化した既有知識 ，既

成観念への依存性 ，道徳的情緒的な見方考え方，テレビ読書など(!Lよるイメ ージ ，部分的変ととで判

断する単純性左どがみられた。とれらは知識 ，規併とともvιだれしもが持つ諸要因であ !'J，内部的に

は体制化されて，内容場面の相迭に応じて ，どれかが強くはたら 〈力動的な関係にあるものと恩われ

る。
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IV 研究結果 一一思考場面の設定と学習態度

1 実験授業の概要

(1 )小学校

大日本帝国憲法と帝国議会の場合( 8 ページの作業仮説参照)

〔実験群〕

指導の観点 大臼木帝国憲法の制定により，天皇を中心とする政治のし〈みが確立され，憲法Kよる

議会政治がアジアで最も早〈行なわれるようになったととを客観的κとらえさせる。

〔内容J 形 態 [ 学 習過程]

・自由民権運動の目的 |時間|卜自由民権運動の目的は ・議会で政治をしてい〈ためには，どん左

国会開設前に制定

伊藤博文 |個別

プロシヤ憲法 |説明

・現在の憲法と比べて I1 5 

天皇主役制 |分

天皇の政治権力

園長の自由権

・帝国議会

衆議院と参議院

選挙資格

-議会政治と憲法の関

係

-明治憲法の制定

-明治憲法の特色

国会で審議ぜず天皇

集

羽
小

図

説
すA

U
 

生色

布

特
発

権

的

で

主

一史

名

皇

歴

の

天

・

-政府の権力を強め

る

政治は議会政治K

.憲法制定の意義

ととを決めてお‘かなければたら在いだろう。・・・・・・復習

問答[ ↓ 

説明I(法律の根本t仁左る法律を資法という.その憲法がまず必要…補説)

5分| ↓

|では国会は，どん在籍法を決めてから，どのようK開かれたかo

↓ l記内容に闘すJ口「説 …定業用紙を使用し教科r )告させ峰 | プロシヤ憲法を参考
\~ I I~( 

書を参考K個汚l芹習1 (~.恕する l 現在の慾法との相違点

ずる一個別指導) I 議会政治

I ~選挙権昨との相違

ζれK よって政治のしかえはどのように変わったのか。

↓ 

(パズ → 補 説 天皇の名で発布.天皇の強い権利 ，議会政治)

↓ 

では ，どうして国民を中心忙し2をいで天皇を中心とする織法をイ乍っ l

たのだろうか。 I

↓ 補説戦闘時代K大名が 、

1 0 I 滞告-…・・そのとろはまだ、 t京都にのぼろうとした理出

分 I (パズ)→ lF¥'. :1::tt.17' -f? .f._ ~ -r? ) →r ~*~lfid;I' i*t-f'.~~ --， | 、民玉的でなかった J I日本の歴史的左特色 j 

↓ に政府の権力を強める / 

小集[ I 今から考えれば，大臼本帝国憲法は非民主的であるが，もし，態法
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明

分

出

説

8

し

法

κ

の

幽

忠

治

家

の

政

園

初

会

の

最

議

心

で

た

中

ア

つ

皇

み

ジ

も

天

〈

ア

を

|を制一会政治を…たら政治のし……ち

がっていたか。

↓ /報告 一部の人たちの勝手念政治効Z続<¥ /制定引

(パズ)→ l 議会 ，政党 ・選挙など遅れる /→ ¥意義ノ

到連目標 1・政府は伊版博文らを中心VLプロシヤ'説法を参考vcして天皇中心の態怯を作った。

・その内容は天皇が主権をもち陸海軍を指慣するという非常K強い権力をもったもので

臼本の闘がらを革IJ用して政府の権力を非常K強〈した。

・買益法を作った翌年，日本で初めて選挙が行をわれたが，特定の人κよる選挙で今から

比べれば民主的なものでなかった。

・しかし ，との憲法Kより天皇制ではあるが議会政治がアジアで最も早〈行在われ民主

的左政治のしかたK一歩前進した。

〔統制群〕

学包括動 形態・資料 学習内容

1 自由民務運動はどういう目的で行企われ|問答 一部の人たちの政治から議会政治Kする。

たか。

議会政治を行在う VLはまず何を決めなけ

れば在ら左いか。

2 では懲法はどのように決められたか。

・憲法制定と談会闘設の時期

-憲法の発布

懲法の意味滋法と政治の劇係。

説明をして

から作業用 1・窓法制定後議会が闘かれる ，議会で審議

紙K記入ナ| されをい，天皇の名で発布。

. ~託法制定の中心になった人 ， 参考にした|る

国の懲法

5 憲法はどういう特色をもっていたか。 I同 上 |・天皇主悔 政治上強い権力，国民K言論

・現在の懲法との相違点 I I 宗教についてのある程度の自由を認めるo

4 帝国議会はどういう特色をもっていたか。!向 上 I .衆議院と多議院

-伊藤縛文 ，プロシヤ懲t去を参考KするO

5 大日本帝展懲法と帝国議会の特色のまと I1つ 1つ閉

め ・制定の経過 |答してから

・天皇主権 |整理する。

.議会の構成と選挙人の資格

-選挙綴は 15円らL上税金を会さめている

2 5才与しとの弟子

-日本の閣の歴史κしめてきた天皇の位置

急進的な考え方を診さえ，政府の権力を

-天皇を中心にした歴史的理由

6 大日本帝国蔽法制定の主主銭

説 明|強める。

説 明 |・天皇中心の国家のしぐみ

・アジアで最初の憲法をもった議会政治に
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(2)中 学校

産業の発途の場合 〔実験群〕

指導の観点 江戸時代前期VC;!;.，ける全国的な商品流通と地域的分業の成立を生産力の発展と領主的商

品経済の発展から指導する。

〔内容〕

鍾!Y=;⑫
よP収 |問答

り航路の開拓 |嶋Iiのよう 在条件が必要か0

・全国的商業網の発達|団 | ↓ 

中央市場一大阪 |説明 I(パズ)→(報告一…梢説)→。道路 ，西国り東回り航路 ，港町¥

消賀市場の中心江戸 I1日 I I I全国的念商業網 中心大阪 資料|

分 | ↓ i 最大の消鎧都市江戸 J手1)用M

大名武士の経済生活

~司 小集Ii 特産物の生産を盛んにし，僻航路や商業を発達させ全国的に品

沿岸雄業 ，特 全国|団 I I物が流通するようになったのは何が原因だろうか。

航路日産物の奨←→拘商 |説明| ↓ 

発達励 業網

大名
ペ 1 伶 人を上昔

日.' I砕すには

物 J家来 賀会金の

_: 7J ¥とれる

町人 農民品物を

-農産物と力11工製品

.水産物と加工製品

・林産物と加工製品

.水産物と加工製品

↓ 

答

明

分

間

説

6

国

分

会

的
の

域

物

地
糊

一

立

酌

混

成

↓

域

流

の

地

的

業

-条件

・道路 ，西田!J.東同

形態

時期

〔学 留過程 〕

目前時の課題 i江戸時代が進むvcしたがって農業は進歩してきたが ，

もし君たちが大名であったら ，よD自分や家来の経済生活を向上さ

せるには， さらにどうするか。

↓ 説明

8分
¥
1
3
11
/O
 

ど

に

か

を

う

の

れ

よ

る

そ

の

売

J
f
l
i
t
-
-
1
 

↓
 

¥
¥
1

J
J
/
 

商

売

ー

る

衡

か

o

て

う

る

つ

も

〈

使

の

つ

J

Z

o

金

を

人

る

沿

口

四

商

す

/
f
i
l
l
¥
 

1
1
1
1
1
1
/
 

λ
 

一
間
崎

通

口

問

説

流

需

補

の

必

の

貢

活

路

年

生

経

/
if--
t
¥
 

↓
 

個別け では・全国附にみて ，どん乏生産物何きる ように在ったか。

説明| ↓ 

1 5 I I教矛憎の地図を多考に して，白川 f主要望を特産物を補説1
1 1 1 -→ 1 J 

分 I ¥地図に主な生産物を記入させる6 ¥し確認する o J 

↓ 

i生産のしか1(.1
こlは全国的にはだんだんどうなってきたといえるか。

生産物の流通 1
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(パズ)→/幸音色→V西国り航路の整備，改良の起源一幕府領年:¥

l補説) (貢米同d総雇与え訓示老名持政励 4
I 生J産7]~の発展とd忌流通の関連ぐ例瀬戸内の j

i早.... 5，'~を \塩田と礼十九皐浜6鰯漁業シ / 

J ~ ~ J.‘宍 4

主主理

〔ー実験群)，

-新閏の増加，元様期までにか耳lf'J多ぐ

享保以後はそうi僧加し左い。

-紫雲寺潟の干拓l

-幕府大名の奨励 ，土木技術の発達，農民

の努力，農業技術の発達左ど。

・主要左農業，水産業:林業 ，鉱業，その

加工製品としての手工業生産物

習

す:るD

-回畑の増加状態

件1，
寸ー形態 ・資料

答

‘資料

間

活

前時κ学習した農業の進歩Vてついて復習

習h学

" - '1" 

作業.説明

J 

弐 ft

2 他の産業は，どのよう K発達したか

白地図K主要な生産物を記与させる0.，

r 

-郷土のようす

-増加の理由

教科膏

各地K特産物の生産が行声われるようム|戸答 ， 説明 I ~ 古品として全国的悶通しはじめる口

・それに伴う地域的分業の成立

5 

(;J.2乞二ミ山ノ(:;士)
f/L 民全国各地へ

物r/:':家来 ¥ - 1，，:， 1 

JJ出
~・鐙民

西国D一一 ，" ~ : 特，去ú色白船
束回lJ..'--

-ー
‘、J、

産業が地域的K分化し ，全国的κ商品と

して流通するようになった理由。 1

・参勤交代 ，城下町集中K伴う当時の経済

民、;t〆ノ

特産物の全国的流通

地域的分業の成立

生産力L向王

到達目標

大名の参勤交代や武士の批判IJvt:j:，' ~する生活でほ年貢を貨幣Kかえ ， そ主コ貨幣でき主活必需品を購
入1.，iをければ去 らをい。をた生産の必箭品ーも品物によっては藩外から隣人しをければ左ら沿い。そ

のよう宏しぐみから農業生産とともに移出用特産物が奨励云れ，生産力の発展，商業 ，輸送路の発

達と相まって生産物が全面的だ流通するよ 5にi1:;1J，地域的な分業が成立し，その中央市場として一

大阪が，最大の消費市場とし'で江戸が発達した。

なったととの;意味。

4 

ィ晶

説明

励奨の物産む
ず

d
R
4
a
 

産生業農の

み
i

名

く
れ
大

し

府
の

幕

全国各地か

ーコ エh， ， 
ら

地図

資料

問答

-道路，泊岸航路(西凶IJ，東回タえ発達L問答:
人l'刊;. l' 

-全国的危商業の発達 大阪 ，江戸 . 1 説明

.生産力の発達

、. 
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(3)実 験群 の侵業における思芳場面

① 児童・生徒のも つ 予 想 と 事 実 の ず れ を 重視する。

中学校の享保の改革の指導κないて，享保のとろまでの社会 ，経済の変化 ，正徳の治などKついて復

習し ， rζのよう左時期~ ， もし君たちが政治家として封建制をたてな沿そうとするなら，どんな ζ と

をしようと思うか 」と，政治のひきしめ，町人陀対して ，農村に対して念どの観点で考えさせる。条件

が具体的なときは，か1.1:り正確な予想ができるが，との場合，どのグループも町人 Vて対して，とりしま

る ，株仲間を禁止する左どを急げている。とのような予想に対して，吉宗の政策が ，商業的作物の栽培

を奨励し，株仲間の結成を認めたという事実が提示されるとき ，子どもたちの疑問がほとんどζの点に

集中した。 ζの理由は複雑であるから， (わしい説明は不可能としても ，幕府か宙人の力を無視できず

その統制刺用を考えざるを得なかった事情に阪を附けて考えさせる場面に1.1:る。

小学校の「新しい学問Jの指導に沿いて.既習の室町時代や江戸時代初めどろの学聞の発達からみて

世の中の変化(町人勢力の向上，武士の窮乏，農民のー換)に応じて，どんな学聞が発達すると思うか

予想をたてさせると，町人の学問，実際の生活に役だっ学問.仏教に関係する学問，などがあげられた。

そ ζで ，どんな学聞が発達したか調べると国学と博学の発達がでて〈る。そとで ，あなたがたのたて

た予怒とぐらべて，どん耳をととを疑問K思うか，と問うと，そのとろ鎖国をしていたのにどうして外国

の学問が発達したのか ，外国のと とばを知ら左〈てどうして勉強したのか ，というととろに疑問が集中

している。 ζのように主観的考え方による予想と客観的史実とのずれを強〈意識したとき，問題が追究

的に発展し ，思考を発展させる契機が生全れて〈るといえよう。

② 児童・生徒のb ち"'9やすい誤った考え方を重視する。

中学校の鎖国の学習~;j;，v> て ， 鎖国にいたる経過を秀吉のとるから年代j願陀盤遅し ， 鎖国の原因とし

て最も重要と思うものから順位をつけさせると. 7 つのグループのうち 5 つまでが島原の乱を第 1~ し

た。 16 5 9年の鎖国令の完成の直前にある 1637，38年の島原の乱を重視し，その前の 1635 

年日本人の海外渡航 ，帰国禁止という鎖国の過程を注意しない。鎖国=鎖国令完成 ，その直前の島原の

乱が原因と して最も重要という ，部分的であり直接的関係を重視する考え方をする。小学校でも例をあ

げれば自由民権運動がなぜ必ζ 1)，どのよう K進められたか調べてから ，議会開設の要求がをきた原因

をあげさせると，外国文化の影響，薩長出身者中心の政治，西南戦争で負けた人たちの不満などがあげ

られる 1874年民選議院設立建白書の提出 ，1 8 7 7 年西南の役~注意せず ・ 公きた理由と蓮動とし

て盛んになった理由を混同して ，教科書の項目的なみだしでとらえようとする傾向がある。とのよう左

考え方を嗣在化させる場面を設定できれば，考え方を変容させ ，学習方法を訓稼させる道が開かれると

いえよう。

@ 一 面 的念見方 ，考え方にがちいりやすい 内容を別攻視点から考えさせる。

仮説に述べた ，仮構の条件設定vc.よる問題場面もその 1つである。前記の大日本帝副憲法vcついて一

一ー もし紙法を制定ぜず議会政治をしZまかったら という問題の設定 ，中学校の土農工高の学習でー

もし， ζの体制をとらa.かったら封嬉制度の支配者はどんなζ とが困るだろうか，などいずれも時代に

位置つけて考えさせようとする意図をもった場面である。

別の角度カおら見させようとする教材の提dtその 1つである。小学校の日露戦争の指導にないて ，戦
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争の結果としての議和条約と日本の発展 ，それK対して ，それまでKなかった死傷者ーの数と戦費の提示

中学佼陀bける百姓ー撲で ，領主の貫租過重の面からしかみようとし，zl/>生徒κ対して，大名 ，家来

の財政窮乏に闘する教材を提示して ，領主的経済の立場から考えさせる場面 ，とれを通して大名が悪い

という見方から封建性のもつ矛盾が，時代の発展(貨幣経療の発達)1'[伴って顕在化してきたと とK気

づく道が闘かれてくるわけである。

④ 児童生徒の考え方の柏違を重視する。

自然に発生してくる場合はもちろん 「霊安なものを 2つあげ企ざいJf1番重要企原因と思うものは

どれですかJfとの中で，あまり関係が右いものはどれかJというような児童牛.徒の考え方の相違か唱耳

在化するよう々場面を設定して ，そζ で相互に理由を述べるう。乙のよう 念場面を通して本質的なとと

と非本質的危ζ e，中心的aととと副次的なとと，主主点を会〈 ζ とと ζ 乙では経ぐみて;1;-<ζ とaどを

弁別しようとする態度能力も形成されてぐると考える。

⑤教科書，参考書，説明左ど K対する疑問を重視する。

ζ れも学習過程の中で児7往生徒の自然にでて〈る質問を尊 重し，奨励するほかK教科書を提示

して. fわから&い ととは I.cl/>かーもっと〈わし〈調べI.l:ければaらないと患うと とろはどとか， も

っと問題にしたいととるはどれかJというような場面を設定するととも必要であろう。ただし ，との場

合は紀要 56$1!で述べたように ，用語(どういう意味か) 変化(-が- I'[aった) 因果(ので~売)

関連(いっほう~と~とは) 包摂(とれを~という ) aどの調べ1.jの訓練が伴う必要があるわけであ

る。特1'[小学生はだんだん意欲的I'[aると多考書を鳴き写してきて ，そのまま続む答え方もしばしばみ

られた。参考書，教科書での調べ方を教えて，そとから問題を発展させる場面も必要である。

⑥問題場面は具体的で発展的Kなっているかどうか注意すみ。

思考場面が部分的κ成功したとしても全保の流れの中K位置づいてい乏ければゑ操はうすい。きた問

題場面が飛躍しすぎたり ，抽象的であったりすると失敗しやすい。具体的κしかも発展的K設定するよ

う佳;怠するととが必要である。たとえばイギリスの市民革命，'(;1;'いて ，議会政治，人権の尊重&ど何を

通して実現されたかくζれは抽象的でよく乏かった>一市民革命はど乙の国が最も早〈行企われたと

思うか ー そのようK考えた理由低ーではイギリスの市民革命はどのようκ行なわれたか，謁べてみ

よう 一 前に考えた理由からみて重要企発見(新しくわかったとと)は何かくとれはよい場面になつだ〉

ー イギ リスで市民革命が絞も早〈行!zわれた理由をまとめればどう&るか ， 小学校の例として，

「新しい学問 JI'[M/'lて，室町時代や江戸時代の初めKどんな学聞が発達したか 一 江戸時代がすすむ

にしたがって，世の巾はどのように変わってきたかーとのよう at立の中ではどんな人がどのよう会学

聞をすると思うか一実際はどんa学聞が発達したか 一 予想、と比べて一番知りたいと思うものは何か

一洋学はどのようにと P入れられたか一それ以前の学問と比べて変わった会あと思うとζ ろをあげ

てみなさ1/>0 会どは比較的発展的に実践された例である。

しかし ，実験群c授業は全部仮説ど:::.'!'J 1'[成功しているわけで&い。仮説を実現すべ〈授業を改善す

を営みの過程であったといえる。実脆過程1'[沿ける問題点をあげれば次のよう Kなろう。

必前ベージ 長岡市立千手小学校の研究による起承転結の指導過程の転の場面と同様のととでるる。
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a 小学校では教材研究を深〈すると中学校とほとんど変わらない授業κなる ζ とがあった。児童に何

を把怨させるのか明確な把握が必要であった。

b 学習形鰻と問題場面の関係が配慮されないとむだな時閣をとったり ，意見の対主主が磁を化されず問

題場面Uてならないととが起きてくる。

C 教師が教材の本質的意味を明縫Vてとらえてbかa.いと非本質的a.方向K問題が発展する。

d 事実をとらえるとと陀重点、をを〈学習で要点が返確(t(;j:;>-さえられ ，ある程度の理解が伴わないと次

コ

の段階での問題場面tてなける思考が深まら企い。

e 実験群はどうしても時間不足(t(a.るので教材の精選や講義学習の適切な配慮が必要てある。

f 質問や問題がば〈ぜんとしていて意味がわからないため考えられないという ζ とが紫外多い。

2. 学力テストの結果の比較

表 5 学力テストの結果
~ .司、血『

芯ぞ
町'

t ~ ， 
実験群 統制群 検 定

.t 

偽. ' 

M 品五 4 M 57.4 Pく0.2で両群(t(差が企い。
小学校

3 1 5. ~ 占 22.0 Pく口.0 5で実験群がすぐれている。

M 6 :5. 1 M 5 8. 8 Pくn0 5で実験群がすぐれている。
出生学校

，ヲ a 6 d 8. 3 P>O.1で岡群K差がa.¥ハ。

(平均差，分布の茅はともに河側検定 ，小学校の平均差の検定はlコク，，7

ン・コックスのi法によるo ) し 、，

L' 

学力テストの結果は

左表のと台りである。

小学校は実験授業を実

施した範囲で所員が作

成した苛題である。

とれと，等質Kする

ために使用した第 5学

年学力診断テストを他

学級で実施しその相闘

をみると次のと会Dで

ある。 (N=45) r= 0.898 テスト結果，中学校は実験群のほうがややすぐれ ，小学校では分

散は統制群が大きいので，できる者とできa.い者の広がりは大き〈なっているが，平均値の差は有意で

Jをい。乙れは長期間κわたる実験授業であるから，前に主sベたどとく ，いろいろな要因(たとえば家庭

での復習，学級経営で積極的κ学習しようと決めるような刺激など)が影響するととや統制j訴といえど

も知識，理解は沿とされ在いという担任教師の意図などが影響しているからである。そζで小学授のテケ

r:…代事項κ隠する客観

テスト

5 0.)布、=因果関係，
ヘ当ょ!た!司

時代の縛色とどに

コ d-ナ41論女体形式

Iをとり仏れたテス

スト問題は次のように構成されている。

表 6 小学校テスト問題の内容 ，形式の相違からみた比較

定

M 32.8 

1 2. 4 

守

f
・

，、JF
'
3
 M

a
 

P<，O， 8でj可群K菱がない。

PくO.1で問群氏差がない。 ，19.5 I 0 

自由記述 1M 2 9. 7 M 2 4.6.1 PくO.0与で実験群がすぐれている。

テスト δ 虫 81d 11.01pくO.1で問群κ差が念い。 0'-' ，1 
ζの 2つに分けで，

小学校の統治IJ群と実験群を比較すると表6の主うに念る。

実験群と統傷IJ群は全体と して差は有意で在いが，分析すると因果関係や時代の特色念どに闘する論文

体全加えた形式(結局学力の深さという ζ とになるう)では実験群のほうがすぐれているといえるo
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3. 思考傾向の変容の比較

前の章で述べた思考傾向調査を実施し総反応数にしめる思考傾向別反応の比の変化をみると次の図5

のようになる。思考傾向は等質K統制されていaいので ，それぞれの事前と事後の変化を比較すると，

小学校の実験群では，第 I，lI， ffi場面とも K1守もの有意差で変化しているに対して，統制群は第E場

面の変化のみが有意である。また追究的 ，総合的，統一的など学力K最も対応する思考傾向は 1~もの有

意差で実験群は変化してhるが統制鮮は総合的を除いて変化してい丘い。

中学校も次ページκみられるよう K実験群は ，第 I，:[.ffi場面の変化は有意(1 ~も〕であり，内容

的にみても追究的，総合的，統一的などは 1~もの有意水準で 多〈反応するほうに変化している。とれ

κ対し，統制鮮は第E場面の変化のみが有意であ D・追究的.総合的，統一的の変化も 5φの有意水準

でしかない。

以上から，実験群で実施した学習指導が統制群で実施した学習指導よりも，思考傾向の変容Vては効果

があったといえよう。

図 5 思考傾向別反応の比の変化

全体の比の差 xテスト 公 PくO.0 5 泳員長 P<O.O 1 

項目の比の差 CR A Pく日日 5 ......... PくO.0 1 

小学校 総反応数35X8=28日

I 

~ 

E 

実験群

o 40 
句。

50 

a・a、
50.0 

一一事前 一一一 事後

※※ 

両側検定

統 制 群

市;、、、41.0

Jf，， - ※ 

句。。

-71 

E 

25.7 " 

ニ一一」

'̂・36.4 

ーーー一事前 一一一事後

ム」
※※ 

，q‘ 
.j 3.9 
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中

I 

E 

E 

学校

実
10 20 

総反応数 35><8=280

験群 <IJO 

5日 40 50 

a・A

67.1 

ーーー…事前 一一 事 後

5J.IA 

ー事前 一一一事後

※※ 

58~ 

4. 学習の構えの変容の比較

制群
30 4日

パ
アミょ:、、句、

号も
5円

... 
， 67.5 

58.2 

※※ 

45.0" 

11対込、~ーニ5.O

学習の構えを 52ベージのよう念調査問題で調査した結果を比較してみると次のように なる。

表 7 学習κ対する構えの変化の比較(有意差のあるもののみ〕

アイワ全体の比の差

ワの項邑の比の差

d テスト

d テスト

※=pくな o5 

A=Pくo.0 5 

湾銀=Pくo.0 1 、 i 

}両側IJ検定
a‘.A.= P <プ口.0 1 ' 

変 イヒ の 内
骨，宅デ宝 小学校 中学校

実 統 後定 実 統 検定

〔家庭での予習や復習Kついて〕 人数 人数 | 人数 人数

① 予習や復習をナるか l※※ ※※ 

ア 前と変わらない。 1日 2 6 1 5 2 6 

イ 前よりし念〈なった。 日 5 g;系数 5 4 :}系数
鼻 A ιA¥ 

ウ 前よりするよう Vてなった。 2 5 ι O. 5 4 、7 5 U 3 6 

③ 勉強の重点の会きかえについて ※ 

7 前の勉強のしかたと変わらない。 1 1 2 0 6 1 4 

イ 人物や年号.;j;~もなできどとを多( ;j;~1まえようとす 日 1 0 6 1 1 

るようVLI.tった。
晶 ゐ AA  

ウ 人物やできどとを時代のうつりかわりや原因，結果 1 6 5 1i系数 2 3 1 0 ダ系数

I.tどと関係づけて理解しようとするよう Kなった。 0.3 4 O. 3 7 

④ 疑問&点、や問題点をはっきりさせるととについて

ア 前とかわり&い。 1 4 2 5 ※※ 2 2 2 2 差がな

イ 重要なと ζ るはノートVL奮いても，わからないとと h 
5 7 2 4 

ろ質問したいととろは前ょ D考えI.t(なった。
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ワ 予習でわから ないζと，質問したい乙となどを考え a‘ .. 3日F系4数1 ι 5 1 1 9 
るように会った。

〔教室での授業で]

@ 勉強力:すすむKしたがって，疑問点やζういうとと を

調べたいという問題点を考えるか

ア 考える程度低前とかわDがない。 2 1 9 1 3 1 8 

イ 前よりかえって考えな(1.，った。 5 b ¢系数 1 5 :t 系数

ウ 前より考えようとするように企った。 2 0 
~ 

1 1 o. 2 5 2 1 
ι 

1 2 o. 

⑦ だされた問題について怠見?のぺる ζとKついて

ア 意見をのべようとする ζとは前とかわら&い。 ? 1 6 ※ 1 5 2 1 

イ 前よりかえって自分の意見全のべよう と盟、わ念〈危 a‘ 
4 1 3 4 8 

った。
:t系数

ウ グループの話し合いやさされたりして，前より意見 血 .. 
2 6 1 6 6 o. 3 1 

をのべようとするように念った。

⑨ 歴史上の重要なできどとについて

ア 重要なできどとや人物 ，年号の勉強の しかえは前と 差-j;;丘
1 1日 1 2 1 4 

かわらないD し、

イ ?言要f.tできどとや人物 ，年号f.tどを多〈 会ぽえよう

とするようκ在った。
5 1 1 9 1 1 

ウ 人物やできどとを時代のうつりかわりや原因結果た 血 !f系数
1 4 1 4 1 0 

関係づけで考えようとする よう Uてなった。 o. 2 5 

実験計は統告IJ群K比べて家庭で予習復習を多〈ずるようにな !'J.時代の移D変わりや原因結果と関係

づけて考えようとナるようVCf.cったという者が多い。(学習法調査結果参照)また ，教室の学習で ，学

習が進むにしたがって，疑問f.t点やとういう ζ とを調べたいという能動的危問題意識をもって学習しよ

うとする者が多〈在った傾向も示してhる。小学校のほうはさらに，家庭での予習，復習でも質問した

い点をはっきりさせようとする者や，教室の学留で樹係づけて考えよう とする者が多い傾向を示し ，中

学校では前より発言しようとする者が多 ぐなった様子がみられる。しかし・学留指導法の相違との関連

をみるためダ系数を算出してみると.小学校のゆ・④を除いて，あまり高<f.tV>点からみて ，学習の締

えを変容する うえにきわめて効泉のある実践でるったとはいわれない。 f.tt，> .ω.@について具体的な

教材を提示して調査した結果を次に倹討する。
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5. 学習法の比較

との調査問題については 52ページを参j胤されたい。結果を下表のような観点、で軍基理をした。

表 8 学習法調査結集の比咳

小学校 中学校

分 類
実 統 検定 笑 統 検定

A 歴史的危流れをとらえようとするもの

T 海外の動量 ，政治，経済の面を広〈関係づけaがら AとB AとB。 。 6 。
鎖国の前後の動きを重視するもの。 の比の の比の

ワ やや直線的で，現象的危面もあるが原因，鎖国の過 差の検 差の検
8 4 1 8 5 

程，影響と重点をなぐもの。 定 定

五 歴史の流れκ重点を公〈が ，一面的~もの，たとえ dテスト スタテス
2 2 。

ピキリスト の伝3たからその影響 ，禁止などの動き。 Pく即1~I Pく日。
4 2のやや不完全の形，たとえば，原因と鎖国の実脆

1 0 4 。1 0 
の一部κ重点を事・〈もの。 :t系数 :t系数

Aの合計 20 9 0.318 26 15 0.31 E 

B 部分的aできどとに重点をな〈もの

1 かa!:>重要企要点であるが部分的で断片的々もの， 実験群 実験群
2 1 1 2 7 

たとえば徳川家光，島原の乱 ，長崎など。 のほう のほう

2 重要ではあるが ，ある部分だけに集中するもの .k は統制 は統制

とえば原因だけとか影響だけとか。
6 9 

群より
5 ι 

群よ D

3 若干の重要点を含むが ，好奇心的であ ったP禾しょ A1;>多 A 1.;>多

う的危ものに重点をj;~ <。たとえばaぜ日本の神仏を 6 5 ν当。 2 5 レ3。

信じ I.'c かったか。~せ'晶崎で貿易をしたか á ど。

4 部分的であ!:>.非常に大まかである もの。 1 1 。 2 

Bの合計 1 5 26 9 20 

実験群は小中学校ともに，部分的企ととがらに注意する者・より ，全体と しての流れを重視する者が多

< .統制鼠宇陀比べて，その差は有意である。内容的Vてみると，マゃ現象的ではあるが原因，経過，影替

というがf.れとしてとらえようとする方法的態度は実験群のほうによ D強〈形成されたといえよう。しか

し，ととでも:t系数tてより学習指導法の相違との柑闘をみると ，それほど高〈ないので統制群の学省指

導より実験群の学習指導が態度形成K深い柑関関係をも っとはいえないζ とを示している。

-32-



6. 結果の要約

学習態度を形成する学習指導法として，児童生徒のステレオタイプ，既有知識・既有観念へよ Dか

かる一面的見方考え方 ，モラノレ的情緒的I.i:考え方 ，誤りやすい考え方を是正するための思考場面を配

慮して学留指導過程の中K位置づけ，学習形態とも闘係づけて実験群K実施した。いっぽう統制群K

はζれまでの学習指導をそのまま続け特κ意図的に思考場面を設けそい指導を約 2か月実施した。

授業の対象は小 ，中冬 2学級で，それぞれ学力診断テスト，学習法調査で等質群を編成し，実施条

件tl同一担任教師が同一内容を同一教材で指導し，意図的危宿題は間ーに課するようKした。授業は

仮説に治って指導案を構成し，研究員.担任教師が相互に両群を指導した。しかし，実験群の授業は

仮説どÍ>~ .!:>常:vc成功したわけで危<，仮説Vて基づ〈授業改普の営みであったともいえる。

実施結果をテスト成績からみると中学校は学力診断テストの学力偏差値が実験群のほうが5勃の有

意差をもってすぐれ ，小学校は実験群は統制群よ内因果関係や時代の特色K関して論文体形式をと D

いれたテスト(深い学力といえよう〕では 5守もの有意差をもってすぐれている。

思考傾向の変容を調査してみると，実験群は小中学校とも K事前K比べ事後の変化は有志c( 1 ~も)

であり ，しかも第I場面では追究的，第E場面では総合的，第阻場面では統一的の望ましい思考傾向

により多〈反応するように変化している。とれに対し統制群は変化がI.i:いか・変化はしても，そのし

かたが実験群より少I.i:¥rl。

学習K参加する構えの変容を比較すると実験群のほうが統制群陀比べて，家庭で予習や復習を前よ

りするようκI.i:り，そのしかたは人物やできどとを時代の移り変わりや原因，結果と関係づけて理解

しようとする者が多〈在った傾向を示し .教室の授業では勉強が進むV亡したがって疑問点や調べたい

という問題を考える者が多〈なっている。

具体的生教材を提示して，どのよう企ととろK重点を会いて注意するか，記述させ検討すると実験

群のほうが統制群より，全体の流れをとらえようとナる者が多<，統制群のほうは.部分的，断片的

なとらえ方をする者ts多い。

ζれらの差はいずれも有意であるが，学醤指導法の相違との関連をf系数によってみると，それほ

ど高くない。したがって学習態度形成と非常(1[高い柑闘をもった実践でるったとはいわれI.i:¥rl。

以上の結果から .研究仮説vcもった思考場面をとり入れた授業は ，そうでない授業よ D知識，理解と

もに思考傾向，学習の構え，学習方法&どの面にわたって好ましい態度を形成するといえよう。さら

:実験期間中の観察では ，初期の段階Vては，教師の発問や教材提示のしかたκよって，むしろ統制詳の

うが積径的な姿勢を示すとともあったが ，1か月以上たつと同じような場面を構成して実施しても統

l群は非常K消極的で沈滞した家囲気の中で学習が進められる状態であった。とのζ とは学習に積極的

取H且み思考をはたらかせる学習は初期は教師の指導hかんVてよるものであるが，長期間にわたる と

-i1..VLよって形成された態度が ，指導のてだていかんにかかわらず大き 〈支配するととを示していると

・える。しかし，実験群の授業Kも前述のどとく問題が乏かったわけでな<，特K思考場面をと り入れ

ζ とによ勺一定量の教材を消化する時聞が不足する ζ とは問題であり，教材の特選，家庭学習との関

:を函る配慮が必要である。
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回図 r a'l、 定蕊慰問a;::bニl玄宣言学十議ω間迅}
( )臼本とイギリスが日英同盟を給んだ。
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‘( )向由民権運動が全国的κ盈んにaった。

b 選択法と論文休を併用した形式 小6 号宅街 S巾
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i崎監問。惇 [1き宝章(ミ〉
あ.1: 1とだったら ， どう思うか ， 次の中から，それぞれ 5 つずっととばを選んでごそれ，~使って説明しな

叫巴lι s中 凶問。先ミ託子再小

ト ・

ざい。使ったととばの前Vては一-ー

ョーロ Y パへの朗心 忠孝6偽込書色丞守護主主主除勧誌協島奪三完議主学LF2守ユ
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洋書の禁をゆるめる

巨同 S: I:}tl、
.国学が広まると……・・

。N!=t-.rtl'¥l君主}.~民主主〉 エ~t;)~.::; e 完封〔

.洋学が広まると……・・
守 N -lf\均三色l-t!支1.J唱主主iÎfØJ~ . 1 ~ _~I .:t- . H.t(-~ C _ _ )う( )ケ~1'号令区J<( 色~}、・c! C~⑦同当主
d 稼ず項 を 加μ五結合;去の形式 小6--2回目 I~ . .. --

o::i¥J主付)-Jt t;- 千~lè\ ~_5 ç与がじま台~)Hv::'，\苔S"=~ ι 〉てT主コ
次のA群とB群の中から闘1系の深いもの{t.それぞれ 1っすっ組み合わせて，その記官を 2つずつ

&開α夫、出再(g_)

)0交GおG

仁!の帆記入し企さい。
oN?: t- ぷ・ 5'なアO~吉宗S~C~予 e 心苦手c:- t~凶札付J 五. ')、 {'JC-~~ ;なさ~(V)峰。

商業が発迷して ，はでな生活をする大商人があらわれた。
お故事時t元自問

武士は段民からと Dたてる年貨がたいせつな収入であった。
経!fleN会号 本.j::1可挙平気回己見守安安l域代字

国内が平和VLa.!J.忠孝の逃がとかれるよう VCJまった。
が!Yre t'、J会ハJ :Iトç:l i、 ':i:'l sH~ 念 'y自由:民間入

幕府や藩VC武士の子どもを教育する凶絞がつ〈られた。
q是ふE吋会'_1st入 q 会羊R~~主.:;"\Jへ芸~ÇI ・，:J;[;)j~吐

新田の側発が盛んにá .!J ・ 米の生~ がふえた。
前::E.e N 示、 pユTJ'le j， õ--t 守 ~t前主主ア j 必Bドな員ぷ，'jrJ%:S'会国

ウ オラ 2〆タ・と中国だけが長崎で貿易する ζ とが許された。
~.J A.J，' Jl 4h_¥' ( J 守ぎ~i; _vラ ミ -Ü ~μっ-c- t s'. J-J'， ]ト~ ，，-，，.f，l 8 定年主A空会 5èるさね ~1 主将人仁、出。

エ しば居ゃ俳句 ，うきょ絵などが盛ん陀なった。
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天皇を尊散し ，犬皇K忠義をつくそうという考えが強 <aった。
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③歴史事象を時代に位置づけて，その特色をとらえているかをみる問題

a 仮構の条件設定による問題形式 小6 1回目

幕府がもし参勤交代をしI:t..かったら，そのとろの国内のようすは実際にあったようすとちがっていた

とζ ろがあると思います。次Kあげた四つの事がらKついて，もし ，参勤交代をしなかったら，ちがっ

ていたと怠うものvc:O印をつけ，そのようvc:J患ったわけを説明し在ざい。

大名の財政(かねまわり) 商業 交通宿場町 ( 4つのうち，Ln(つ書けるかが問題である )

中2 2回目

江戸時代Vてもし ，士農工尚の区別が危ぐ人々が自由であったら ，国内のようすは実際vc:あったようす

とちがっ ていたと とろがあると思います。次にあげた 6つの事がらの中で，もし士農工商の区別がなか

ったら，ちがっていたと忽うものにO印をつけ ，そのよう κ思ったわけを説明しなさい。

人口の移動道徳職業武士の支配力守護地頭

b 問題場面法による形式 中 2 3回目

先生がA君vc:r江戸時代に旅をする町人やその他の一般の人々は非常に不便でつらい点が多 〈あった

のですが ，それば&ぜだと思いますか。 」と質問 した。それK対して B子さんは次のようκ答えた。

「道路や交通機関.宿場の泊設がよ く発達 していとEかったから。」

あなたはとの答えをど うJ思いますか ，次のどわか一つ選んで記号をOでRかζみ々ざい。

・アさんせい イ不完全である ウ まちがっている。

・イ ウKつけた人は，自分だったら"どう答えるか ，下の仁コの中に説明しなぎい。

(2)統制群の問題例

①再生形式の問題 中 2 4回目

。次の文の( )の中V亡最も正しいと思われる ζ とばを記入 しI.l:さい。

家康は幕府の基礎を固め ，学聞を奨励したが ，5代将軍綱吉は，との方針をうけついで( ) vc: 

( )をたて孔子を祭り， ( )学を奨励した。

小6 2回目

。次の文の( ) Iてあうと とばをよく考えて書きいれ危さい。

鎖国ののちにも，外国のうちで( )と( )だけは，キリスト教の布教K関係が丘いという

ζ とで( 〕の港だけK船をつける ζ とが許されていま した。

@再認形式の問題

。次のととがらについて，正しい説明を 1つ選び，その記号をOでかとみなさい。

自由民権運動は

ア 身分制度をやめ四民平等V亡しようという逗勤

イ 人聞は自由でなければ危ら乏いとい う運動

ウ 外国から進んだ考え方をとり入れようという運動

エ 国会を聞いて，議員刃L伺談して政治をするようK しようという運動

口次の人物と闘係あるととをA群， B群からそれぞれ 1つずつ遜び ，その記号を[ )の中K記入しな

さい。
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①井原西健 A( )B( ) ②尾潟光致事 A( )B( ) 以下略

A~ ， B群どとVてそれぞれ選択肢群がつくが，省略する。

2. 学力テストの結果の比較

表? 小学校のテスト結果 tテスト， Fテスト ※=pく0.0 5 ※※=P<O.O 1 

TI伎EI、ス引Y ト 単純再生ー拘詔形式の客鑓テスト
自由記述を加えた闘迷把鍾を主Kしたテヌト

実験群統制群 結果 実験 群 統制君干 結 果

M 5※4.※ 1 M 27.1 実験鮮がすぐれて M 2 a※ z M 2 3. 8 実験群がすぐれて

小学校 ※ 
9. 3 a 9. 4 レ、る。 δ 7. 4 d 1 O. 5 いる。

(分布の差が有意である平均差の検定はコクラン，コックスの法Kよる〕

小学校は人物，年代，主要な事項Vて関する客観テストも.同市記述を加えた因果関係 ，時代の特色VC

闘するテストも，ともに実験群のほうがすぐれている。中学校では表 10のどと〈第 2学期学力診断テ

ストでは両群K差が々かった。ぞとで，因果関係ゃ季五象相互の関連を主にした問題を作成し ，それを他

学級で学力診断テストとともκ実施し ，ピアソンの相関係数を算出してみると次のよう&結果を うると

とができた。 r=O.787 (N=70) 

とれを実施してみると次の表に示すどとく実験群のほうがすぐれてh る結果を得た。

表 1日 中学校のテス ト結果

高
第 2学期診断学力テスト(学力偏差値〕 自由記述を加えた関連抱握を主Kしたテスト

実験詳統制群 結果 実験群 統制群 結 果

※※  

中学校
M 5 0. 4 M 4 9. 7 両群tて差がない。 M 27.7 M 2 1. 2 実験群がすぐれてい

ib 
a 7 a 1 1. 1 10.4 2う 1日 2 る。

_. 

実施回数が少ない点もあるから大き&差がでa.いのは当然かもしれ I.l:¥i>。小学校のほうの差が大きい

のは，担任教師が前から担当していた学級を実験若手としたととも影響していよう。しかし，単純&内容

の・客観テストで差はないとしても ，やや復雑危機さを要求する論文形式を加えたテス トでほ明らかκ実

験討のほうがすぐれている。1.r::J>'，どちらのテスト結果もともに論文体テス トを用いた実験群がすぐれ

ているという研究報告もある号£らみて ，テスト問題の内容 ・形式の相違は学力κ影響を及ぼすとれ

てよかろう。 ー ※テスト形式が兇窓生徒の掌醤のt越えに及ぼす影響 山口県立教育研究所
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思考傾向の変容の比較3. 

前章で利用した思考傾向調査をとの研究でも実施して ，総反応数の中K占める各思考傾向に対する反 4

応数の比がどのよう K変化したかみると下図のようKなる。事前 ，事後の全体的変化と しては小学校の，

統骨計蹄か第E・置場面で有意であるが好ましい変化ではない。また追究的，総合的，統一的に関する変

化は実験群と統湘蝉の間I'L相違はみられaい。テスト問題を変えて 6回実施するという条件では照考傾

向の変化K差をもたらすほど影響を与えなかったといえる。

思考傾向別反応の比の変化函 6
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4. 学習の構えの変容の比較

学当指導の研究で実施した学習の備えK闘する調査(5 2ベージ重量胤)を実施し， 結果を比較してみ

ると下表のようになる。 ζ とでは ，小中ともκ笑験群と統制群との悶にbける差が有意であるのは小聞

のψと⑥のみである。とれらはいずれも学習方法K閲する備えで，人物やできどとを時代の移り変わり

や原因，結果f.cどと陶係づけて考えようとするようUてなった，という者は実験群のほうが多(，人物や

年号 ，公も々できどと-a-多<Í>'ぽえようとするようになった，という者は統制苦手のf~. うが多い。テスト

問題の内容，形式の相違がまずとのよう f.c方法的f.ct'tyえに影響するととを示してしヘる。

表 11 学習の傍えの変容 (有意差のあるもののみ 〉

アイウ全体の比の差 ・必2テスト※=pくO.0 5 ※※=pくO.0 1‘ 

H南側検定
イウの項目K対する反応の比の差 必テスト A=Pく0.05 AA=P<O.日 1' 

小学校 中学校

変 イt の 内 立芸

実 統 検定 実 統 検定

家庭での予習や復習Kついて 〕

② 教科書，参考沓の使い方Uてついて
f 

ア 前と金わらない。 1 0 6 5 1 0 

イ 教科書より多考舎を見るほうが多くなった。 1 4 24 & -※ l 2 3 t 5 

ウ 教科書ーの内容をていねいUてみる よう Kなった。 1 1 5 7 j 0 

@ 勉強の孟点のおPきかたについて

ア 前の勉強のしかたとかわらない。 6 P 1 4 1 0 

A Ji.畠

イ 人物ゃ年号 ，むもなできどとを多〈なぽえようとする よ 1 4 2 3 6 1 8 

うVCf.cった。 ※※ ※※ 
.t.A 色

ウ 人物やできどとを時代のうつりかわりや原因 ，結果など 1 5 5 1 5 7 

と関係づけて理解しようとするよう VCll.った。

〔教室の授業で〕

①歴史上の重要企でさと とKついて

ア 重要なできどとや人物 ，年号の勉強のしかたは前とかわ
6 1 2 1 3 1 0 

ら，をい。

イ 重要なできどとや人物，年号などを多 〈喜子tまえよう とす 品a

1 5 1 7 ※ 8 2 3 ※ 
るよう VCll.った。

ワ 人物ゃできどとを時代のう つ D かわりや原因 ， 結見~ f.c ど 畠 A 
1 4 b 1 4 6 

と関係づけて考えよう とするようになった。
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5. 学習法の比較

前述の結果を ，さらK具体的な教材を提示して確かめる結果κ~ったわけだが，学習法調査( 5 2ペ

ージ参照)を実施し， 結果を比較してみても .やは!J.実験群のほうが原因 ，経過 ，影響という全体の

流れを重視したとらえ方をする者が多い。テスト問題が人名 .名称 .年代 ，用語の意味aどを五点とし

た客観テストのみでは ，どうしても流れとしてとらえるのでa< .郎分的な知識をより多〈会ぼえよう

とする学習の構えを形成する可能性があるといえよう。しかし ，とこでもテス ト問題の相述と学習法の

相違との関連をf系数でみる と，その対応尉係は低いので ，との笑験条件と学習態度の形成は非常に深

い尉速をもっと4まいわれない。回数を多〈したり ，ヰr.後指導の しか1taどによって関連はもっと深まる

ととが予測される。

表 12 学習方法の比較

小学校 中学校

分 類

実 統 倹定 実 統 検定

A 歴史的々流れをとらえようとするもの

1. 海外の動主 ，政治，経済の面を広〈関係づけなが AとB AとBの

ら鎖国の前後の勤きを重視するもの
。。

の比の
1 。

比の#の

2. やや直線的で現象的企面もあるが原因，鎖国の過 差の検 の検定

程 ，影響に重点を置 〈もの
5 4 

λHι 『 1 3 ? dテスト

3. 歴史の流れK重点をが ぐが一面的aもの，たとえ l
tテスト

Pく0.0
P<0.05 

ばキリスト教の伝来から ，その影響，禁止などの動 。 2 。
き

4. 2のやや不完全の形 ，たとえば原因と鎖国の実施 f系数 f系数

の一部に重点を会〈もの
1 4 7 ? 7 

0.2 5 0.2 6 

A(T.)合計 20 11 25 16 

B 部分的危できどとに重点をま子ぐもの 実験群 実験群の

1. か企り重要a姿点、であるが部分的で断片的なもの のほう ほうは統

たとえば徳川家光，島原の乱 ，長崎aど
。 8 

は統制
4 5 

制群ょ D

2. IF寝ではあるが .;bる部分だけκ集中するもの ， 群よ D AIs多い

たとえば原因だけとか影響だけとか。
1 3 8 

Aが多
4 1 1 

3. 若干の重要点を含むが好奇心的であったり，禾し レ、

ょ5的a ものに重点をなく。たとえばaぜ日本のfill 1 

仏を信じなかったか。なぜ長崎で貿易をしたかなど

4. 却分的であり，非常κ大まかであるもの。 1 6 

Bの合計 1 5 24 10 I 1 9 
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6. 結果の要約

a テスト問題の内容 ・形式の相違は児E在生徒の学習態度の形成fて影響するであろうという予測のもと

1'(実験鮮には主として因果関係や争象と時代の特色の闘{系企どl吃闘する内容を論文休を加えた形式の

問題で .統制群1'Ct:i:.主として人名.年代 ，名称 .用語の意味 ，概念の内容I.rどに関する内容を客銭テ

ストの形式で，約 20分程度の時間で 2か月間(1(6回実施し， その変化を制定した。

b 結果を測定するために作成したテス トを実施してみると小学校では単純々内容の客観テストの結果

も俊雄I.r関係をと らえる論文休を加えたテス トもともに実験群がすぐれている。中学校では学力診断

テストの結果(1(差はみられI.tかったが，因果関係やや象相互の関連の理解をみるテストでは実験群の

ほうがすぐれている。小中共通に後維さや深さを要求する関係杷握(1(闘する学力は実験群がよ < J単

純な記憶を中心Kする学力では差はaいといえよう。

C 学習の構えの変化をみると小中とも(f(実験群のほうが，人物やできどとを時代の移り変わりや原因

結果などと関係づけて考えるようになった止いう者が多<.統制群のほうは重要企できどとや人物，

年代などを多〈かぽえようとナるよう Kなったとい勺者が多 <1.とっている。

d 具体的な教材を提示して学習方法につ凶ての比較をすると小中ともに実験群のほうが原因 .経過，

影響と全体の流れを重視したと らえ方をする者が多<，統制群のほうは部分的な ζ とがらK着服する

者が多い。共同研究として・との問題をとりあげた山口県立教育研究所の研究結果でも， 1:記のb.

c，dとほぼ似た結果がでているので.テスト問題の内容形式の相違が長期間のうちに児童生徒の学

力の質や学営方法K影響を与えるといえる。

e しかし，思考傾向調査では変化の しかたκ両群の差はみ られず，また調査結果の相違と実験条件で

あるテスト問題のd伺違との相関 (ω系数)を見てもイぽいとと， 学習の構えの調査では向群の差が有意

であるのはωと@のみで他の備えの変化(1(r.t差がaいととa.どからみて，実施条件の回数が少なかっ

たり，事後指導が不じゅうぶんであったなど不備&点在考慮しても， ζ の研究仮説のみでの態度形成

は実践活動としては効果的とはいわれないととを示している。やはり学習指導法の改善とか日常の学

習活動の評価の〈ふうなどと併行して行なわれるとき K最も効果的であるといえよう。

以上の研究は ，研究の視点、を思考の態度的側面Uてあてて進められたものであり，社会事象に対する思

想的価値観的態度や能動的κ学習に参加する態度の情動的側面を実証的K分析し，解明する紛究はまだ

未樹妬でゐるので今後の研究Kまたな付れば念ら企い。思考傾向テス ト，認知傾向テス ト&どもさらK

洗練され ，桜準化される必裂がるろう。との研究は 5年自の研究でるるので ，とれまで研究してきた訟

もな点をあげると次のようになる。

理論的考銭 ・態度の理論的考察

- 学~態度の分析的考察

-思考の態度的側而からの考察

-歴史認識Kはたら〈態度κつい ての考察

児童生徒の態度(思考の態度的ffi'J鹿}の絵態κ闘する調査研究
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-認識過程1'($'ける関係把鑓の傾・向性とイメージ形成の篠車買について(研究紀妥 49射

・歴史事象に対する主観的見)jと客観的見方について (研究紀婆 56知

-連続的な問題場面κbける思考操作の様態について

. 認識過程VL;J:，~ける問題場面での思考傾向VC:::JIハて

学習態度形成の方法に関する調査研究

(研究紀要 56釦

(研究紀要 60舟

・指導過程の改善，学習方法の訓練(年表.教科書の読み方)の態度
(研究紀要 56第

形成K及ぼす影響Kついて

・思考場面の設定Vζ よる学習態度の形成について (研究紀袋 6 0集)

・テス ト問題の内容形式の相違と学習態度の形成について (研究紀要 60劉

以上の研究は全国教育研究所連盟Kよる共同研究K参加して行企われたものであ!i，他の教科 ，社会

科の中の地理的分野 .政経社分野の態度研究(思考の態度的側面)1'(ついては 42年中K発刊される共

同研究の報告書を参照されたい。

5か年の研究期間Kわたり新潟大学加藤謙教授江幡慎一郎助教授東北大学黒田正典教授

か らど懇切皮指導助言をいただき kがら， 経者が未熟a.ためじゅうぶん荷用しきれなかった点のある ζ

とをな詫びしたい。また ，との研究を進める陀あたって ，多大のど協力をいただいた下記の諸先生 .a.

らびκ研究を実施した下記の学校の校長先生はじめ諸先生方κ対して ，厚〈感謝の意を表する次第であ

る。

新潟市立石山中学校 武田統雄先生

新潟市立白新中学校 梅田 哲 友先生

新潟市立東山ノ下小学校 高島廉平先生

新潟市立入舟小学校 新井田 玄遊先生

乙の研究を担当し執議した者は 大久保正司 である。

-42ー



思考傾向調 査

注 意

1. 乙の調査はテストではあ Dません。ですから知っているか知らないか，正しいか，まちがっている

かという ζ とをしらべるのではあり1ません。

2 調査の受けかたは次のようにして〈ださい。

① どの問題もまず先生が仁コの中にある管のととがらと間いを読みますから，あ企えがたも ，

いっしょ κょぐ読んで〈ださい。

② それからナ〈・答えを警かaいで .A.B.C，Dの4つの答えを全部あ tlたがたがよ〈読んで〈

ださい。

@ そして，いちばん ，あaたの気もちにあ うものから1買にA，B，C.Dの記号を回答表。て書きと

んでください。

たとえば .Aがいちばん気もちκあう丘ら.1のらんκAと書き， 2ばんめがCaら， 2のらん

(lLCと嘗き.3ばんめがD，をら 5のらん(lLDと書きます。いちばん気κあわないものがBなら.4 

のらんにBと書いてください。

2 5 4 

A C D B 

@ 書いたら，閉じ記号が2図書いてtlいかたしかめて〈ださい。次のよう陀書いたもの鉱いけませ

ん。 「一一-x一一一寸

A C B C 

5 考えて書〈時聞は 1分半から 2分半ぐらいです。もし早〈終わっても勝手κ先へ進まず ，頭をやす

めていて ，先生か・読んでから回答して〈ださい。

4. どちらとも，順位がつけに〈い場合でもよ〈考えて ，必ず順位をつけて〈ださい。

5. 次の問題に進んでから，前の問題の答えを乏なしてはいけませんのテストではありまぜんから・そ

の問題を考えたときの気もちがたいせつ之のです。

(ふりが~省略)
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(1) 1 j仮 1

戦国時代 ，各大名が争って，京都Kのほろうとしていたζろ ，織田信長はまわ りの大名と戦い&

がら15 6 B年 ，ホっ とも早〈京都にのぼりました。そして ，ふきんの大名ゃー授とはげしい戦い

をつづけ々がら ，敵になった省を次々にたがし ，1 5 7 :3年κは室町必府もたな して・だんだん園

内を統一する道を聞きま した。

c rd号い〕 ζの ζ とについて，いちばん知りたln.または知つてなか危ければ丘 ら危いと思うも のから

j煩に記号を諮き なさい。

A ti俄凶時代にだれが， lnっとろもっとも旦〈京都Vてのぼり，国内を統一する道をひらいたかという

とと。

B 多〈の大名がいたのに・.1:ぜ信長がもっとも早ぐ天下を統一するようになったかという とと。

C そのとろのい〈 ぎのよ うすや，信長という人は ，どんな人であったかというとと。

o .1:ぜ，~たがい Vて戦い，殺しあわ.1:ければ園内を統ーでき áかったかというとと。

(1) rr j鉱 2

1 5 7 1年κ信長は古ぐから勢力のある比えい山の延暦寺が反抗したので，仏像，経文，宝物な

どをととどとぐ焼き ，僧はもちろん泣きさけぶ女ゃ子どもをで首をきり ，死者 16日日人 ，死体は

山ゃ谷vcみちたといわれます。まJ理こ， 1 5 7 4年に兵宗を信仰する人々の集まりである副島のー頓

K対しては ，降参した男女 2万人ほどをさ〈の中にとじとめて .火をつけて焼き とろしています。

〔聞い〕 信長がとのよう企やりかたをとった理由について ，いちばんあ&たの気もちKぴったりす

るものからJI質陀記号を書き.1:さい。

A 原因はすべて信長のはげしい，ざんと〈な性格にあると思う。

B 延暦寺ゃー授が信長κ反抗したからだと思う。

C 信長の性格だけでなぐ，周屈の情勢に対する効果を考えたとともあると思う。

D ζの時代は，人閣の生命を尊重してい&かったからだと思う。

(1) ]j[ j仮 3

とのとろ ，キリスト教がわが国κったおPだんだん広まりましたが ，信長は宣教師 (神父)~ては

とても親切でした。教会をたてるための広い土地をあたえたり，急'教師たちをな城Kよんで ，自分

で案内して見せたりしました。また国K帰る神父Vては，天皇がほしいといわれaたのを ζ とわったほ

どたいせつにしていたくびょうぶ>をな (!Jました。

〔晶守い〕 ζのような信長のやりかたVてついて，いちばんあ危たの気もち'てぴった りするものから頒

K記号を茜:きなさい。

A 仏教に対するざんと(aしうちからみて，キリス ト教に対する繊切は不公平である と思う。

B 信長はざんと〈々ととをしたが ・たいへん貌切在 ζ ともしたと思う。

C 仏教を念さえたり ，海外のようすを知るVては ，つどうがよかったからだと思う。

D 乙のようにキリス ト教K好意をもって親切κしたととはたいへんよい ζ とだと思う。
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(2) 1 j伝 4

奈良時代に盛武天皇は ， 病気ゃJj.(~与を ã( し闘がよぐ治安るように し よう と願って ， 国どと K国

分寺を建てました。その中心と aった大和の国分寺を東大寺といいます。さらに天皇は ，東大寺の

中心に念る仏像として，金属の大仏では世界一大きい大仏をつくりました。

( r"，EJ，、〕 との ζとvcついて，いちばん知りたい，また知って必か&ければ企らないと思うものから願

κ記号を書きaさい。

A 世界一大きい大仏をどのようKしてつ〈ったかというとと。

B 奈良時代の仏像は ，政治とどのよう a関係があったかというとと。

C 病人をす〈う ことや洪水をふせぐこ とを&ぜし&かったかという ζ と。

D 国分寺ゃ奈良の大仏紙 ，去に時代VC.だれによってつ〈られたかというとと。

(2) rr j伝 5

大仏をつ 〈る0てあたり，聖武天皇は 「みん去が協力するととKよって ，仏のあたえるめぐみと し

あわせをいっしょ K受けたい。自分のもつ富と権力でとの大仏をつくるのはむずかし〈はない。し

かし ，大寺 aしどとだから， みんなまどとろをも って協力 してほしい 」といっていをす。

( rd守い〕 天皇が非常K大きい大仏をつ〈った理由vcついて，いちばんあ aたの気もちKひ・ったりする

ものから原に記号を書きa:さい。

A 聖武天皇訪可ム教をあっ〈信仰していたからだと思う。

日 仏への信仰をと卦して，人々の力を天皇の権力の下κ集中したかったのた・と思う。

C 原因はすぺて ，大きな大仏をつ〈られるほど強h権力と窓を天皇がもっていたからだと思う。

D 天皇は閏民といっしょ κ，仏のめぐみを受けてしあわせになりたかったのだと思う。

(2)迎 J忽 6

ζ の大仏をつ〈るのvc1 0 ~年 もかかり，全国から身分の19い人たちを何千人もむ !HC集めて，は

げしくはたらかぜま した。その人たちがつら〈 て逃げたりするとばっせ られました。聖武天皇がな

くAられたよ〈年};i_乱を〈わだてた貨族がとらえられたとき「天皇が東大寺をつぐったととにより

人民は苦しんだ」とのべています。

[ r .. 'J，、〕 奈良の大仏をつ〈 ったととKつハて ，いちばんあ a.たの気もちKぴったりするものからI1債K

記号を書き a:さい。

A 天皇が国民の しあわぜを祈 !:>.闘を栄えさせよう と織ったζ とのあ らわれだと思う。

B 大仏をつくったととは人民を苦しめ ，ぎぜいKしたからよ〈なかったと思う。

C 聖武天皇の仏像による政治の特色と権力の強さをよ く示している と思う。

D 国王誌のしあわせを験ったのはよいが，つ〈るために人民を苦しめたのは悪いと思う。
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(3) 1 j鉱 7

右の表は江戸時代の田

畑の面積と増加した面積

を示したものです。
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面積

1. 63 5千町歩

2.97 0 H 

五日 50 11 

増加

} 1.335千町歩

UJ可い〕 とのととKついて，いちばん知りたい.または知って辛子かなければな らないと思うものから

JI厩K記号を蓄き I.l:さい。

A 田畑が多〈増加したのは，いつどろからいっとろKかけてであったかというとと。

B どん在道具を使って，どのようK聞とんしたのかという ζ と。

C aせ写保まで増加し，享保から明治まであまり増加しI.l:かったかというとと。

D 臼畑が増加したζ とによって，そのときの農民は幸福になれたかという ζ と。

(3) rr J16. 8 

回畑が多 <I.l:り，農業も進歩してきた享保のとる，農民がおa金V亡ζ まり.土地を質V亡入れて金を

借り ，そのうえ借りた舎が返せI.l:<なって土地を手ば在す者が多〈在ってきました。そとで 8代将

軍徳川吉宗は，農民K土地をもたせるようとtきまりをだしています。

〔陪7い〕 田畑がふえ，農業も進歩してきたのに， ;1;.>金~困る農民が多 <I.l: った理由Vてついて，いち

ばんあ，をたの気もちにぴったりするものからj闘に記号を書き aさい。

A 田畑がふえ農業が進歩すると，農民の生活はだんだんかわるからだと思う。

B 原因はすべて田畑が増加しても，重い年貢をとられたととKあると思う。

C 金がなhとき，土地さえ質K入れれば金を倍 りられる使剰な世の中になったからだと思う。

D 年貢を訟さめるうえ，農業や生活Vてあー・金を使うようκ&ってきたからだと思う。

(3) nr J16. 9. 

ζの ζろの農業は ，米だけで I.l:< ，さつまいも ， たばζ ， わた ， f.i:たね á ども f乍られるよう ~á

りました。多〈の貧しい農民をやとって ，いろいろ念作物をつ〈ったり，また多〈の図畑を貸して

貸し賃(小作料)を合さめさせたりするような金もちの農民もできま した。

〔品乱、〕 享保のとろffCl.l:ると農民の生活はだんだんど うなってきたか ，というととにつhて，いちば

ばんあ 1.l:1t.の気もちにぴったbするものからj備に記号を書き aさい。

A 農業が進歩し.;1;.>金を使うよう丘世の中ffCf.i:ったので ，農民の貧富の差が大き〈なったと思 九

日 公金にとまる貧しい農民がいたし ，~ ir:人をやとったり，土地を貸すほど金もちの農民もいるよ

うに/j_ったと患う。

C 田畑がふえ ，いろいろI.l:作物をつぐったので，多〈の人を使ったり， 土地を貸すよう企農民があ

らわれたと思う。

D 年貢が重かったから，農民はやはD貧乏であった。 ζのよう会金もちの農民は例外で考える必要

はav.と居、 う。
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(4) 1 /彪l 10 

大日本帝国憲法(明治憲法)は， 国王の権力の強いフ・ロシヤ(ドイツ)の憲法を参考Kして伊藤

博文が中心κaってつく Pました。そして 18 8 9年(明治22年〉に天皇の名で発布(国民VLi?

I ;j'，.やけに知らせるとと)しました。 ζの憲法では天皇が日本の国を治める主権をもち，天皇の力が

大へん大き〈念っていま した。

[ F"，EJ-、〕 とのととについて ，いちばん知りたい， または知ってお、か&ければ念ら々いと思うものから

J慣に記号を沓きなさい。

A ，をぜ，国民を中心lてしないで天皇の力を大き〈したのかというとと。

B 閣を治めるのは天皇よ り国民のほうがよいという反対は&かったかというこ と。

C ζのとろの天皇はどのように偉<.どれほど権力が強かったかというとと。

D 大日本帝悶滋法は中心VCaってつ〈った人がだれで .aんねんに発布されたかというとと。

(4) 1I )仮 11 

そのとろ，民主的a慾法をつ〈って議会政治をしaければいけないという起動が民間K強まって

|いを した。しかしJ ロシヤ触を参考κして ・その圃の人の指導もうけたとの憲法は ，天皇訪韓

l軍や海軍を直接うどかす力をもち，国会，内閣，裁判所は天皇の権力の下Kありました。また憲法

の改正も天皇かいいださ aln限 t ，改正でき aいよう Kなっていました。

〔聞い〕 天皇の権力をとのようK広 〈大寺 〈決めた理由について ，lnちばんあなたの気もちKぴった

PナるものからJ僚に記号を書きなさい。

A そのζ ろのようすから，日本の国がらにあわせ ，しかも政府のカを強めようと したからだと思う。

B そのとろは，日本の民主主義がよ〈発達 してい&かったからだと思う。

C 原因はすべて天皇の力を大き 〈するほうが政府にとってつどうがよかったからだ と思う。

D 国王の権力の強いプ凶シヤ鎌法を参考に して，その国の人の指導を受けたか らだと思う。

(4) ][ /伝 12 

との憲法では，制限はあったが国民の言論や宗教の自由も認められました。また紙法ができたと

とによって ，日本はアジアでもっとも早〈議会できめた法律で政治を行危う(立憲政治〉 よう にa

Dました。

〔ι1、〕 大日本帝国懲法について ，いちばんあ企たの気もちI(Cぴったりするものからj顧K記号を書き

なさい。

A 天皇を中心とする政治のし〈 みがはっき りし， 議会政治が行企われる ようVてなったと思う。

白 大日本帝国憲法Kは民主的で生いととろと民主的なととろがあるように，ff!.う。

C たとえむかしでも ，政治の広い商にわたって.天皇の権力を強〈した憲法をつ〈ったととはわる

いと思う。

D 憲法Kは民主的な内容もある 5え，アジアでもっと も早〈談会政治が行なわ孔たからとてもよい

と思う。

( 1 0分休けい，次をめぐらalnとと〕
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(5) 1 必 13 

1 5 4 9年にフランシスコ ・ザピヱんがキリス ト教をつたえてから .円本vc<る主主教師(神父〉

たちはだんだん多<a!:J ，キリスト教も広まってきま した。との宣教師たちを織田信長は親切Kた

すけてやりましたが，鐙臣秀吉は 15 8 7年Kとつぜん日本Uていてはいけないと追放令をだしまし

fc.。

〔聞い〕 との乙と Kヲρ て ，いちばん知りたい ，または知ってbかなければ企らa¥t">ι思5ものから

順V亡記号を容き aさい。

A 宣教師たちがどのような生活?し，日本のととばをよ〈知ら i.c¥t">でどのように教えたかというと

と。

B キリスト教はだれが，いつどろ白木vcったえ，だれKよって禁止されたかという ζ と。

C 秀吉はキリスト教のよい点や信仰の自由をどのようκ考えたかというとと。

D 信長が親切κたすけた宣教師たちを-5:ぜ秀吉がとつぜん追放したのかというとと。

(5) II )鉱 14 

秀吉がとの命令をだしたのは九州の大名をせいばっし ，天下をほぼ統ーしたとるでした。とつぜ

んだした命令の中κは「口本は神国であるのにキリシタン国から惑い法をつたえるのはよ〈乏い。

・人々を信者にし，神社や寺をとわすのは非常UていけI.i:¥t">。 ・キリスト教の考えかたで仏の教え

を悪ぐいうのはけしからん」といっています。しかし ，ある宣教師は ，キリスト教に対する秀吉の

とつぜんのいかりによるものだとのべています。

〔陪7い 〕 宣教師を追放した理由について，いちばんあ在えの気もちにぴったりするものから順K記号

を華子き aざい。

A 仏教をわる〈いい，神社ゃ寺を ζわしたのだから日本の政治家として追放したのはやむをえ乏い

と患う。

B とれはうわベだけの理由で ，原因はすべて秀吉のキリスト教κ対するとつぜんのいかDによるも

のだと思う。

C 追放した時期からみて，キリスト教の広まりや信者の考えが政治をするのKつどうがわるくなっ

たからだとJ盟、う。

D その ζ ろは，宗教や信仰の自由がたいせつであるととを考える世の中で&かったからだと思う。

(5) ]l )伝 15

キリスト教を信仰する者はだんだん多 <a!J，その中Kは武士や大名もいました。宣教師たちは

広〈人々を平等に愛するという教えのもとに.病院をつ〈った!:J，殺のない子どもをす〈う孤児院

をつ〈ったりして ，因っている人々をたすけました。また天文学や地理学や海外のようす&どもっ

たわり ，ζのζろの日本の文化K大き a影響をあたえました。

〔陪弘、〕 宣教師たちを追放 したζ とについて，いちばんあ念たの気もちKぴったDするものから順K

記号を書きなさい。

A 宣教師たちは，ょいととを し ，工い影響をあたえたのだから・ぜったい追服するべきで&かった
とJ思う。

B 古〈からある仏教をわるぐいい，神社や寺を ζ わす影響をあたえたのだから，政治家としてやむ
をえa¥t">と怠う。

C 宣教師たちを追紋したととはよ (aいととろもあるし ，またやむをえないと ζ ろもあると思う。

D キリスト教が多〈の人々の考えや行a¥t">VC強い影響をあたえたので，秀吉は用心したのだと患う
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(6) 1 必 16 

1 185年κ源義経は尾島の戦いや壇の?憾の戦いをと辛子して平家をせめぼろぼしましたが，兄の

源頼朝との仲がわる〈なりました。頼朝は 11 8 9年に義経をせめぼろぼし.1 1 9 2年Kは鎌倉

Vて幕府を倒きました。

〔間弘、〕 ζのととκついて，いちばん知Dたい，または知ってbか在ければ&ら/j_いと思うものから

J願に記号を雷:き/j_さい。

A 頼朝は義経K対して，兄としての愛情をぜんぜんもた念かったのかというとと。

B てがらをたてた義経がなぜ兄の頼朝にきらわれ，ほろほされたのかというとと。

C 源平のたたかいのようすや，義経のさいどのようすはどのようであったかとv>うとと。

D~倉幕府は，だれが.在んねんvcひらhたかという ζ と。

(6) n J仮 17

義経は平家をせめぼろぼしてから，兄に会会うとして鎌倉K帰り， 2ども決してそむ〈気が/j_い

という誓いの手紙をだしています。しかし頼朝はゆるさ乏かったので鎌倉κはいるととができず，

ついK京都K帰りました。ですから義経が兄。てそむζ うという気もちがとのとろまでなかったζ と

はたしかだといわれています。

〔再札、〕 頼朝が義経をせめぼろぼした理由について，いちばんあなたの気もちにぴったりするものか

ら1頁Uて記号を書き/j_さい。

A ζのころまで義経はそむ〈気がなかったのだから，とのあとのできどとを考えればよいと思う。

B 原因はすべて ，頼朝のつめたい，うたがい深い性格fてあると思う。

C 自分の勢力を強めるためVC.兄弟でも親子でも争う時代だからだと恩 5。

D 頼朝の性格だけでな<.頼朝の立場や義経の行動も考える必要があると思う。

(6) J[ Ifo. 1 8 

義経は頼朝のいいっけにそむき ，法皇からよい位をもらった !J.丸刈lで勝手K命令をだしたり，

ζ うさんした平家のひすめを妻Kするなど勝手々ふるまいがあったようです。義経は鎌倉から追い

帰されてから ，頼朝を討てという法皇の命令をもらっています。しかし，額朝は多くの武士をさし

むけて法皇にζの命令をやめさせ，ぎやく vc義経をとらえるという理由で全罰K家来を主主いて ，自

分の勢力を広めました。

〔陪弘、〕 頼朝が義経をせめほろぼしたととについて ，いちばんる&たの気もちKぴったDするものか

らI1債に記号を書き之さい。

A 義経にもわるいととろがあったし ，でまた頑朝の性格にもわるいところがあったと思う。

臼義経をそむかせるよう K追いつめたのは，やはD頼朝のうえがい深い，つめたい性格だと思う。

C 頼朝が義経をぜめぼろぼしたのは ，やむをえ/j_v>ζ とだと思う。

D 頼朝は命令をてっていさせ，さらK白分の勢力を広め，権力を強めたかったのだと思う。
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(7) 1 必 19

明治の初めどろ，三他・高島々どの炭坑，釜石 ・佐渡 ・阿仁-5::どの鉱山，兵庫・長崎などの造船

所，広島・変知などの紡績所，富岡製糸場企どを官営(政府が経営する ζと )にして外国から新し

い機織を入れ，技術者をまねいて生産を高める努力をしました。

〔間弘、〕 とのととについて，いちばん知りたv>，をたは知つてなか企ければa:らa:いと思うものから

J恒K記号を書きなさい。

A その ζろの臼木と外国の産業のようすはどのようκちがっていたかという乙と。

B 外国からどん&機械や技術を入れたのかと i.")うζ と。

C 産業の発達からみて，官営にした鉱山・炭坑・工場の巾で，-5::まえをbぼえる必要のあるものは

どれかというとと。

D 外国の機織や技術さえ入れれば，生産は高められたかというとと。

(8) rr Ifo. 2.0 

炭坑 ・鉱山・工場企どを官営vcナるためK使ったな金は約 32 0 3万円でその ζ ろとしては非常

に多〈のjo>金でした。しかし，利益は少危〈て，約 14 8 6万円という多ぐの拐を しをした。ぞと

で民間の産業もそだってきたので，次々 Vて安いねだんで民間にはらいさげました。

( F"，').，、〕 新しh機械や技術を入れ乏がら多〈の損をした理自について，いちばんあ企たの気もちV亡び

ったりするものから順κ記号を書き去さい。

A 機放や技術・事業のしかたが，そのとろの日本のようすK適さなかったのではないかと思う。

B 設備K使ったb 金が多かったので，利益をあげても.;b>いっけなかったのだと忠弘

C 原因はすべては政府の役人の事業のしかたがわるかったζ とκあると思う。

D 早〈産業を近代化しようと，いそぎすぎたからだと思う。

(7) lI[ 必 21

富岡製糸場の記録Uてよると，との工場から技術の先生として各地にいった者が数千人会!7.地方

の技術を高めをた各地に機械による生産をゆきわたらせました。しかし ，釜石製鉄所では多ぐの訟

金をだLて外国人の技師をよんだ!J，機械を使ったけれども，ついに，満足できるよう&鉄がつく

られず ，明治 15年Vとは，いったん製鉄をやめました。

〔品1、〕 政府が工場や鉱山などを宮営K したζ とについて，いちばんあなたの考えにぴったりするも

のから111債に記号を書き aざい。

A 政府が多 〈の税金を使って ，損を し，しかも失敗しているのだから，官営V亡したととはわるかっ

たと思うc

B すすんだ機械と技術を政府が輸入してひろめ ，のちK民間Kはらいさげる方法で産業を近代イヒし

たと思う。

C 官営にしたととがよい影響をるた月た場合もあったし，また失敗した場合もあったと思う。

D li岡製糸場が民間にあたえた影響を考えると，やはD百営にしたやPかたはよかったと思う。
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(8) 1 /1伝 22

江戸時代には ，右の図のようにかも な道路が

発達し ，ぞとには宿場もつぐられましたs

(f，阜、〕 ζのζ とKついて .いちばん知りたい ，または知ってかか &ηればa.らa.いと思うものから

順I'C~号を書き á. さい。

A 街道の嵐只Pや大名行列，旅のようすa.どはとのようであったかというととυ

B ζのとるの交通のととでお、ほえてがかáければ á. らないがも&道路や重宝~.~宿場町は JHてかとい

うとと。

C 道路の発達とそのとるの政治や産業との~I係はどうであったかというとと。

D 幕府ゃ大名 ・武士官てつどうがよ〈ても町人や農民I'Cはどうであったかというとと。

(8) rr Jro. 2 3 

との乙ろは，江戸を中心κ関所がお・かれ，線人の取り締"iJHiけ.ん重でした。ま7'tr智彦もたたみ

じきのへやは上等~ほうで，むしろじきのへやもありました。富士川 ・ 天竜川・安イ古川 ・大井川 á.

どの大きい川は橋がか(Jてな<. )11をあるいてわたりましたが，大雨のときはしばしば洪水VClitJ

) 1があれま した。 ζのようなときは川どめに在り.旅人はたいへんとまりました。

[陪弘、J ) III'L繕をかけ&かった理由Kついて，いちは・んあなたの気もちKぴったりするものから順κ
記号を害毒なさい。

A とのとろの政治は人々の迷感を考えずVC. 主?と~われたからだと思う。

B )11が大き〈 て， そのとろの橋をかける技術では.乙んなんであったからだと思う。

C 原因はすべて敵がせめるのをふせぐ軍事的な目的にあると思う。

D 員立をふせぐだけで 1.[.< .洪水のたびに)11のようすがかわったとともあると思う。

(81 l[ /ro. 2 4 

江戸時代K弥次さんと喜多さんの旅のようすをb もしろ〈奮いた東海道中膝栗毛という本があり

ます。とのふ~''Lは，そのζ ろの宿場町のにぎやかIiょうすや，旅のたのしさ，ぉ・もしろさなどもい

ろいろ替かれています。

〔陪弘、〕 その乙ぞうの旅について，いちばんあなたの気もちにぴったりするものから順に記号を書きな

ざい。

A その ζ ろの旅は苦しいととやつらいとともあったが ，いっほうたの しいととや会もしるいととも

あったと思う。

B ζれは ，ものがたりだか ら.tとの しそうに書いたので ，むかしの旅はやはD不便で苦しく ，つら

かったと思 う。

C その当時の人がたのしそうにmいているから， やはtJ.そのとろの旅はたの しく 訟もしろかった

と思う。

D 人々は今から考えるほど不便と思わず ，むしろだんだん旅をたの しめるよう『てなったのだと思う。
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~ら
でf- 習 法 調 査

あなたはふだん社会科の勉強をするとき，とくにどんなととに重点をbいて径意しますか。次の鎖国

の易合を例V亡して説明してぐださい。

ある教科書では次のように書いてありますoζれを読んで，下の聞いに答えて〈ださい。

外国との交通がさかんVCI.とった結果，キリスト教もさかんVCaりました。ととろがキリスト教の

信者は，日本の神や仏を信ぜず，キリスト教の神の前では人はすべて平等であるというので武士が

栓の中を会ざめていくのにっとうが悪い ζ とがありました。そのため，幕府はキリスト教を禁止し

てま.した。しかし，いっぽうでは貿易をさかんにしたのでキリスト教のとりしまりは，じゅうぶんで

はあ Pませんでした。

そとで，三代将軍家光は日本人が外国VCV>(ととや外国VCV>る日本人が帰国するととを禁止しま

した。そのとろ.九州の島原半島でキリスト教の信者を主とする農民が島原の乱を辛子とし( 1 6 5 

7年〕幕府をきしめました。

島原の乱 Vてとりた幕府~.キリスト教のとりしまりをいっそうきびし〈し ， ついκオランダと中

国をのぞいた国々といききをかたく禁止しました( 1 6玉?年)オランダ人も中国人も長崎で貿易

をゆるされたにすぎませんでした。とれを鎖国といいをす。

その後.2 0 0年あまり，圏内Vては戦いも主?とらず，産業や文化が発注しましたが，日本は世界

の動きとほとんど関係企(.島国の中KとじともるととVCaりました。

間1 あIlたはまず第ーにどんaζ とを重要だと思って注意しますか。下κ説明して〈ださい。

問2 第 2番目にはどんなととK重点、を拾いて往，意しますか ，下に説明して〈ださい。

問3 第 3番目にはどん & ζ とK重点、を訟hて注意 しますか。下に説明して〈ださい。

学 習の構えの調査

ζの調査は教育研究所が研究のためK行危うもので担任の先生が行企うものではありません。したが

って担任の先生も昆ませんし ，学校の成績とも関係がありません。ですから ，ありのままK答えて〈だ

さい。

調 査
あなたの社会科の勉強のしかたは 9月から 1日月の初めどろVC比べて変わってきたととろがあDます

か。次の質問K対して，あてはまるととろにO印をつけ/J:さい。

問1 C家庭での予習や復習について〕

① 予習や復習をするか

ア前と変わらない。

イ 前よりしな〈なった。

ウ 前よりするようになった。

② 教科書や参考書の使い方について

ア 前と変わらない。

イ 樹惜より参考舎を見るほうが多〈なった。

ウ 教科書の内容をていねいκみるようになった。
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@ 勉強の差点、の会きかえκついて

ア 前の勉強のしかたとかわらない。

イ 人物や年号，なもなできどとを多〈おサまえようとするようになった。

ウ 人物やできどとを時代の5つりかわりや原因，結果F.rどと闘係づけて理解しようとするよう VCF.r

った。

@ 疑問F.r点や問題点をはっきりさせるととKついて

ア 前とかわりF.r¥r:l。

イ 重要なととろはノートκ書いてもわから&いととる，質問したいととろは前よ b考えなく&った。

‘ウ 予習でわからF.r¥r:lとと，質問 したいとと在 どを考えるように&った。

問rr(教室の授業で〕

⑤ ζの時聞は ，何を勉強するかとh うととを授業のはじまる前からわかっているか。

ア わかりかえは前とかわら&い。

イ 授業がはじまってからわかる場合が多〈なった。

ウ 前よりは授業のはじまる前からよくわかっているよう VCF.rった。

@ 勉強がすすむにしたがって，疑問な点やとう h うととを調べたいという考えがb きて〈るか。

ア 考える程度は前とかわPがない。

イ 前よりはかえうて考えF.r(なった。

ウ 前より考えようとするようになった。

⑦ だされた問題Kついて意見をのべるととについて

ア 意見をのべようとする程度は前とかわ りが々 い。

イ 前よりかえって意見をのべようと思わ企〈会った。

ウ 前より意見をのべるようKなった。

⑧歴史上の事がらを比較して考えるととUてついて

ア 比較して考えようとする程度は前とかわら&い。

イ 比較して考えるよ!J.その時代のζとだけをまず辛子ぽえようとする ようVてなった。

ウ 前K学習したζ とと比較して考えようとするよう VCaった。

@ 歴史上の重要企できどとについて

ア 重要庄一 二とや人物，年号の勉強のしかたは前とかわらF.r¥r:l。

イ 重要なできどとや人物 ，年号などを多 (;j;~fまえようとするように&った。

ウ 人物やできどとを時代のうつりかわりや原因，結果と関係づけて考えよ5とするようVCF.rった。

⑪先生の説明を聞〈とき

ア 話の湖きかえκついては前とかわらF.r¥r:l。

イ 前よりは ，別のととを考えた!J.となDの人と会しゃべりするととが多〈会ったa

ウ 何を言b うと しているのか考え&がら筒〈ようになった。

ω質問されて答えるとき

ア 答えかたは前とかわPがない。

イ ざされても，だまっていたり，わかりませんと言うととが多〈なった。

ウ 教科書，参考書 ，ノ ートを見ながら答えるようになった。

エ 自分の考えた結果をありのままに話すようκF.rった。
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